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序

本県には旧石器時代の遺跡をはじめとする数多くの埋蔵文化財包蔵地があり、

平成15年現在で1万カ所以上の過跡が硫總され、登録されております。これら

の先人の残した文化遺産を保存し、後世に伝えていくことは、県民に課せられ

た責務であります。

一方、広大な面欄を保有する本県の大部分は山地であり、地域開発に伴う社

会資本の充実もまた重要な一政策であります。今回のような砂防事業も土砂災

害を防止し、住民の生活を快適にし守るための亜要な施策と宮えます。

このような埋蔵文化財の保頚・保存と開発の鯛和も今日的課題であり、当文

化振興蛎業団は、埋蔵文化財センター創設以来、岩手県教育委員会の指導と調

整のもとに、川発事業によってやむを得ず消滅する遡跡の発掘澗査を行い、記

録保存する措暇をとってまいりました。

本報告番は、 「荒廃砂防事業」に関連して、平成14年度に実施した玉川向遺

跡の捌査結果をまとめたものであります。澗査澗査では繩文時代から弥生時代

にかけての竪穴住居が多数発見されました。特に繩文時代晩期末から弥生時代

初頭にかけて位瞳づけられる資料が得られ、貴重な資料を提供することができ

ました。

この報告碑が広く活用され、斯学の研究のみならず、埋蔵文化財に対する理

解の一助になれば幸いです。

鼠後になりましたが、 これまでの発掘燗査及び報告醤作成にご援助．ご協力

を賜りました二戸地方振興局土木部・軽米町教育委員会をはじめとする関係各

位に衷心より謝意を表します。

平成16年2月

財団法人岩手県文化振興事業団

理事長合田 武
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本報告書は、岩手県九戸郡軽米町大字小軽米第17地割宇玉川向平85-1ほかに所在する玉川向過跡の発

掘調査成果を収録したものでる。

本遺跡の調査は、通常砂防事業に伴い行われたものである。調査は岩手県教育委員会と二戸地方振興局

土木部との協鍛を経て、財団法人岩手県文化振興事業団埋蔵文化財センターが担当した。

岩手県泄跡台帆の過跡番号はJF15-0334、過跡略号はTKM-02である。

発掘調査面積は1,000㎡である。

発掘調査期間及び捌査担当者は以下のとおりである。

平成13年4月12日～6月17日文化財卿査員村木敬・文化財卿査員青山紀和

室内整理及び整理担当者は以下のとおりである。

平成14年ll月1日～11月30日文化財燗査員村木敬

野外での写真搬影は村木敬、過物写典搬影は福士昭夫が担当した。

本報告書の執筆・編集・構成は、村木が担当した。なお、第1章調査に至る経緯は二戸地方振興局土木

部に原稿を依頼している。

野外調査にあたり二戸地方振興局土木部、軽米町戦育委員会の御協力を頂いた。

分析、鑑定、保存、委託業務は以下の方に依頼した。

埋設土器内の胎土分析パリノサーヴェイ株式会社

石材鑑定花崗岩研究会

基準点測量業務委托有限会社協栄測肚

発掘鯛査、本報告笹の作成にあたっては下妃の方々にご指導いただいた。 （順不同、敬称略）

藤田直行（軽米町教育委員会)、大川茂樹（経米町郷土資料館)、宇田川浩一（秋田県埋蔵文化財セン

ター)、森一欽（釜石市教育委員会)、高瀬克範（東京都立大学)、西田昌弘（石川県教育委員会)、中

川真人（城山町救育委員会)、 日下和琳（淵手県教育委員会）臓沼邦彦（弘前大学）

調査成果はこれまでに現地説明会資料や岩手県文化振興事業団埋蔵文化財調査報告書第423集『岩手

県埋蔵文化財澗査略報』に発表してきたが、本番の内容がこれに優先するものである。

土個の色酬観察は、 「新版標準土色鵬l」 （農林水産省資産技術会錨耶務局監修、財団法人日本色彩研究所

色表監修1989)を用いた。

本通跡の調査で得られた一切の資料は岩手県埋蔵文化財センターが保管している。
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第I章調査に至る経緯

小玉川通常砂防事業は、二級河川小玉川上流約3.5kmに位置する渓流からの土石流流下等による土砂災害

を防止するため、砂防堰堤を施股するものであり、平成7年度から新手している班業である。

これにかかる埋蔵文化財包蔵地の取り扱いについては、岩手県土木部と岩手県教育委員会との間で以下の

とおりに協蟻された。

当初は未知の埋蔵文化財包蔵地であったが、地中から土器が出現したため、ただちに平成13年7月19日付

け「二地土第957号」をもって二戸地方振興局土木部長から岩手県教育委員会事務局生涯学習課長あて試掘

調査依頼を行い、同8月24日に拭掘調査を実施した。その結果、同9月21日付け「教生節888号」により岩

手県教育委凰会事務局生涯学習郷長から二戸地方掘興局土木部長あて発捌澗査の必要があるとの回答があ

り、その実施方法を協議した結果、発掘調査は岩手県文化振興事業団の受託事業としたものである。

（二戸地方振興局土木部）

第Ⅱ章環境と周辺の遺跡

l.位慨・立地

玉川向過跡は、岩手県九戸郡蛭米町大字小軽米節17地割字玉川向平85-lほかに所在し、軽米町役場より南

東約20km、山形村、大野村との境、軽米町の南東部に位置している。遺跡が所在する軽米町は、岩手県最

北部、北上III系北部の中央に位慨し、東は秘市町・大野村、南は九戸村・ lll形村、西は二戸市、北はi森県三

戸郡名川町・南郷村・階上町に接する。近世の九戸街道の宿駅として栄えた町で、人口約12,000人、面積

242.61㎡である。

国土地理院発行の地図25.000分の1の戸呂町「NK-54-7-4」の図帆に含まれ、北純40度14分l3秒・東

経141度34分45秒である。

遺跡は、過跡の西側を流れるウチナイ沢と複数の沢によって形成された標高350m前後の河朧段丘上に立

地している。泄跡周辺の地形は、北側にⅢけ小起伏lll地や丘陵地にIHまれ、その合間を縫うように小玉川の

支流であるウチナイ沢が北流し、それに複数の小さな沢が合流する。そのウチナイ沢が流れていく両岸に形

成された小規模な河岸段丘のうちの一つである。また平成13年度から継続掴査中の梅の木沢遺跡は上流50m

の河岸段丘上にある。

2．地形・地質

l)岩手県軽米町の地形・地質

岩手県の地勢は、東に北上山地、西に奥羽脊梁山脈がそれぞれ南北に延び、その合間を河谷低地帯を形成

しながら七時雨山に端を発する北上川は岩手県と宮城県を南流し宮城県石巻湾に注ぎ、袖平高原に端を発す

る馬淵川は北流し宵森県八戸測に注ぐ。

-1-



岩手県北部、宵森県との県境に接する軽米町の地形は、その南北240kmほどある紡錘形をした北上山地の

北端部に形成されている起伏の乏しい準平原や小起伏山地などの地形に囲まれた標高200～400mの丘陵地帯

である。周辺には標高が500～800mほどの小起伏山地が多く存在し東に久慈平岳（標高760m)、西に折爪岳

(標高852m)、南に寵岳（標間567m)などがあり、而横の約7剛が山林で占められている。町内を流れる

瀬月内川と雪谷川は九戸村からそれぞれ入り込み、瀬月内川は町内の西部を北流し、雪谷川は中央部を西流

していく。それらは町の中央部を流れ、比較的面梱の狭い平坦な沖柵地を形成している。両河川は町内北部

の畏愈付近で合流し、そして水吉付近でその名を新井田川に変え宵森県南郷村や八戸市を北流し八戸湾に注

いでいる。

表屈地質は粘板岩・輝緑凝灰岩・チャートを主体とする古生圃が韮盤岩盤として、軽米町から二戸にかけ

ての山地・丘陵は新世代第三紀肘である砂岩・凝灰質砂岩・礫淵などが分布している。

土製は鼎ポク土壌が厚く堆積している状況やそれらの間に十和田・八甲田火山灰起源とする砕屑物で被榎

され、それらは過去の発掘調査において観察されている。十和田・八甲田火山灰起源とする砕屑物の堆積に

ついては叺厭敬Ib遺跡（岩文埋1983)に詳細な報告がなされているので参照されたい。

2）遺跡周辺の地形・地質

迩跡が所在する軽米町小軽米は雪谷川やそれらに注ぎ込む支流によって形成されている。雪谷川の支流に

は小玉川のほかに増子内川や米田川など数多くが存在しており、過跡の脇を流れるウチナイ沢は小玉川の支

流である。これらの支流は丘陵地を開析しながら発達が悪い小規模な沖積面や河岸段丘を形成しているだけ

に留まっている。遺跡周辺の地形はそのウチナイ沢が北流していることで北側がi1Mけ、それ以外の三方はlll

林に囲まれている状況である。過跡はその沢の東岸に形成された河岸段丘上にある。その段丘を挟むように

南北に西流する2本の沢がウチナイ沢に合流し、それらは段丘形成に影響を与ている。

追跡の地形は睡根の先端部にあり、頂頭部は比較的緩やかな斜面になっており狭いものの平坦面が存在す

る。そこから南・北・西方向に向かって傾斜しそれぞれ異なる地形を形成していく。南側はウチナイ沢とそ

れに西流する沢によって一段下に段丘が形成され、 2つの段丘崖が存在している。北側は比較的緩やかな斜

面が続き過跡範囲外において、段丘煙が形成されている。この付近はウチナイ沢による没食を受けていない

ものの、段丘腿は西流する沢の影響によるものと思われる。西側は頂頭部から北方向と同椛に緩斜面があり、

先端部近くで段丘崖が存在し、直接ウチナイ沢による浸食を受けている。

これらのことから過跡内において各地点で韮本圃序の堆祇が異なる。この群細は基本燗序で述べるが、ウ

チナイ沢の濁流と西流する2本の沢からの影響を強く受けたと考えられる。また、遺跡の対岸には現在は枯

渇しているが東流する沢の合流地点があり、周辺にはウチナイ沢に数多くの小さな沢が合流している。遡跡

は日当たり良好の地形であり、資源が豊富な地であったと思われる。

地形は200m未満の小起伏山地と丘陵地に囲まれ急斜面が形成されいる。地形区分では調岳山地に相当す

る。

表刷地質は遺跡の西と北側は第四紀のローム用が広がっている。小玉川の両岸には中生代の泥岩届が存在

している。その上流に当たるウチナイ沢を含むその支流の両岸には中生代の泥岩層や礫岩暦珪質岩石、卸緑

凝灰岩、砂岩が層状を成している。分類図には含まれない南側の山形村には中世代の花崗岩質岩石がある。

土塊は雪谷統や盆花統といった黒ポク土塊に分類される。鯛査区内外において露出された土戦堆積屑を観

察すると黒ボク土壌が厚く堆積している状況が確泌でき、その堆梱屈中には南部浮石や中撤火山灰などが含

まれている。
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(陸中大野 1 『50.000）

第5図周辺逓跡分布図
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第1表周辺週跡一覧
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No 遺跡名 秘 別 時 ビ 遺檎・遺物 市町村 側 考

1 陰の沢（1） 製鉄関連跡 近世 鉄津 蝿米町

2 赤水の沢 製鉄|Ⅲ辿跡 近11t 鉄沸 帷米町

3 梱冶の沢 製鉄閲迎跡 丘世 鉄沸 蝿米町

4 1I!の沢(2) 製鉄関迎跡 丘I吐 鉄沸 柾米町

5 ハタラの沢 製鉄関連跡 丘枇 鉄沸 蝿米町

6 たてひら館 城飢跡 1nilt 堀･平墹 大野村

7 笠ﾉｰiの沢 劉鉄IⅢ辿跡 近世 鉄沸 椛米町

8 大平 製鉄1M連跡 近世 鉄沸 蝿米町

9 玉川鉄山A 製鉄側巡跡 近 鉄沸 蝿米町 昭和60年から7回捌企

0 蝋爽森館 城航跡 中世 三m堀･平場 大野村

1 他上の沢 製鉄関連跡 近世 鉄棒 蝿米町

2 張川鉄山B 製鉄閲速跡 近世 鉄沸 蝿米町

3 赤石峠東の沢 製鉄側迎跡 近世 鉄沸 鰹米町

4 横岸沢Ⅱ 倣布地 抑文 噸･fi器 大野村

5 横坤沢I 散布地 細文 壷･石器 大野村

6 長才 製鉄関連跡 近世 鉄津 帷米町

7 赤石沢 製鉄閲述跡 近世 鉄沸 帷米町

8 大工どんの沢（2） 製鉄1m迎跡 近世 鉄沸 軽米町
9 大工どんの沢（1） 製鉄1M迎跡 近世 鉄津 秘米町
20 市の沢 製鉄関連跡 近世 鉄沸 軽米町
21 西中の沢 製鉄関連跡 近世 鉄沸 幌米町
22 ユムギ沢 製鉄凹述跡 近世 鉄沸 嚥米町
23 大中の沢 製鉄側巡跡 近 鉄沖 帷米町
24 カクジの沢 製鉄関連跡 近1M 鉄沸 唖米町
25 カン沢 製鉄関連跡 近世 鉄津 軽米町
26 牛ヶ沢 典訴跡 繩文 縄文土器（晩期） 礎米町
27 牛ケ沢 製鉄凹辿跡 近世 鉄沸 帷米町
28 珊鼻沢 製鉄I側連跡 近 鉄沸 槌米町
29 拾六平 製鉄1m迎跡 近ilt 鉄沸 蝿米町
30 宵沢 製鉄I則辿跡 近枇 鉄沖 輕米町
31 新畑（2） 典蒋跡 繩文 繩文士器（後期･晩期） 鯉米町
32 銅脇の沢 製鉄I則連跡 近 鉄押 蠅米町
33 上板銅屋 製鉄IⅢ迎跡 近世 鉄沸 柾米町
34 チサカが沢 製鉄l則連跡 近世 鉄沸 軽米町
35 伽はな 城航跡 中世 尭郭、堀 軽米町
36 葛柄鉄111 製鉄関連跡 近IM 鉄沸 帷米町
37 新畑 製鉄側辿跡 近世 鉄沖 蝿米町
38 天狗 倣布地 抑文 抑文土器（晩期） 軽米町
39 玉川向・梅の木沢 典藩跡･製鉄関速跡 細文･弥生･近枇 士朋･石器･高殿･鉄沸’ 軽米町
40 商松沢上 賊布地 縄文 縄文土器 山形村
41 高松沢 倣布地 縄文 繩文土器 1I1形村
42 小凶沢鉄山跡 鉄111跡 近世 ’ 111形村
43 タネジロウ 倣布地 縄文 抓文土器 山形村
44 角噸の沢 散布地 縄文 細文土器 111形村
45 鉈ヶ沢鉄山跡 鉄山跡 近世 山形村
46 岡堀暇冶跡 鍛冶跡 近世 l11形村
47 スゴロ沢鉄山 鉄1II跡 近世 111形村
48 岡堀の上鍛冶跡 鍛冶跡 近世 1II形村
49 間刈沢鍛冶跡 鍛冶跡 近世 ’ 』形村
50 金取鉄山跡 鉄山跡 近世 ’ l形村
51 ホウクポ沢木炭熊 照跡 近世 I形村
52 出ル町 散布地 縄文 抑文士器（後期） ’ j形村
53 ニツ神 散布地 縄文 抑文土器（後期） 111形村
54 戸呂町鉄山跡 鉄山跡 近世 111形村
55 乱場 散布地 繩文 繩文土器（後期)･石器 山形村
56 外翰館 ． 中惟 城剛跡 山形村
57 略無館 II'ilt 城館跡 山形村
58 戸呂町中輪館 1Iｵ世 城伽跡 平娚 山形村
59 矢の沢鉄山 鉄111跡 近世 山形村



(八戸 1 ：200.00()）

第6図軽米町縄文・弥生遺跡分布図
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第2表軽米町縄文・弥生遺跡一覧

3．周辺の遺跡

本追跡が所在する蝿米町には、繩文時代から近世に属する辿跡は515過跡が存在しており、それらの位世

は「軽米町過跡地図jに詳細に報告されている（軽米町教育委員会2001)。また、過去当センターにより東

北縦闘自動車道やダム辿投などのり礫に伴い賜場野Ⅱ遺跡・大日向Ⅱ・君成川Ⅳ・叺屋敷Ib過跡・駒板通

跡・水吉Ⅳ遺跡など捌在が行われ多くの成果が得られている。

515遺跡は町内全域に分布しているものの、各時代によって若干分布差を見せている。繩文時代の遺跡は

町内の西側、雪谷川や瀬月内川によって形成された河岸段丘上に多く存在している。また、中世城館や近世

遺跡は町内の東側の山間や谷筋に多く存在している。

これらのことを捌査成果と併せて概観していく。繩文時代草創期から古代にかけては馬場野I 。Ⅱ遺跡・

叺屋敷Ia・ Ib。Ⅱ。Ⅲ過跡・大日向Ⅱ泄跡などの成果から、河岸段丘上に典蕗が営まれていることが明ら

かとなっている。また、同地域にも近世遺跡が存在することから繩文時代から近世にかけての各時期を通じ

て町内西側において断続的に生活が営まれている。そして中近世に下るにつれ瀬月内川や雪谷川流域から山

－9－

番号 過跡名 細別 時代 所在地 備 考

1 水吉Ⅵ 築落跡 繩文～古代 軽米字水吉 平成3～5年発棚調査

2 艮倉V 散布地 縄文・弥生 長倉字柳久保 平成6年発掘捌査

3 大息Ⅱ 築港跡 繩文・弥生 軽米字大鳥 平成8年発棚澗査

4 大鳥I 典藩跡 繩文～古代 軽米字大鳥 平成7年発棚邸l査
ー

、 尾田I 散布地 縄文～古代 軽米字尾田

6 高家平中 散布地 繩文～古代 高家字平中

7 内城1 散布地 弥生・古代 IWII1宇内城

8 土弓I 築落跡 繩文～古代 軽米字駒木

9 沢尻向 散布地 繩文・弥生 上舘字沢尻向

l0 大崎山2 災落跡 弥生・古代 剛山字大崎111

11 叺屋敷Ⅱ 築落跡 繩文～古代 軽米字叺屋敷

12 馬場野Ⅱ 築落跡 縄文・弥生 軽米字馬場野 昭和56～58年発掘調査

13 大日向Ⅱ 集蕗跡 細文～古代 軽米字叺睡敷 1IM和63～平成6年発掘調査

14 叺屋敷Ia 典落跡 繩文～古代 軽米字叺屋敷 昭和55年発伽卿査

15 叺屋敷Ib 集落跡 縄文～古代 軽米字叺屋敷 昭和56年発掘澗査

16 君成田Ⅳ 典落跡 縄文～古代 軽米字君成田 昭和55年発棚調査

17 谷山 散布地 弥生・古代 帷米字谷111

18 蓮台野 散布地 弥生・古代 軽米字辿台野

19 萩田2 散布地 弥生・古代 軽米宇中坪

20 墹子内3 倣布地 弥生 上納字珊子内

21 墹子内2 散布地 繩文・弥生 上舘字則子内

22 増子内1 散布地 弥生 上舘字噌子内

23 太田向4 散布地 縄文・弥生 山内字太田向

24 和当地I 典蒋跡 縄文～古代 山内字椛現林 平成7年発捌澗炎

25 駒板 典落跡 縄文～近世 山内字駒板 昭和57～58年発掘鯛査

26 宮沢 典落跡 弥生・古代 円子字茸沢 平成11年発掘鯛査

27 玉川向 典藩跡 縄文・弥生 小峰米字玉川向平



間部に人の手が加えられていく様子を窺うことができる。

遺跡が所在する軽米町の南東部、大野村や山形村と近接する範囲では、近世製鉄過跡が数多く存在し縄文

時代の遺跡は減少する。本遺跡の周辺に限っては八戸藩の製鉄適跡が多く存在しており、大野六ヵ鉄山であ

る秘柄鉄山・金沢鉄山・玉川鉄山などがある。またウチナイ沢や小玉川、泄跡の脇にある小軽米から山形村

を結ぶ林道沿いには製鉄関係の遺跡が分布しいていることからも当咳期には周辺一帯が鉄山地帯だったこと

が窺える。このことは近世にようやく人の手が加えられるようになった証拠であり、過跡の脇にある林道が

1l1形村や大野村を結ぶ主要な交通路であった可能性が高い。

本遺跡と同時期である縄文晩期末～弥生時代初頭に限定し概観すると、縄文時代に属する遺跡は先述した

ように町内西側の雪内川本流とそれに合流する瀬月内川に形成された河岸段丘上に多く存在している。それ

らを弥生時代を通して見ていくとその遺跡数は極端に減少していく．また、町内南東部の本遺跡周辺におい

ては、後．晩期の遺跡が若干砿認されているものの当該期の遺跡の存在は見られなくなる。今回のような成

果が得られている大半は軽米町西側にあることから、その存在は稀と言える。本遺跡と似たような立地にあ

る過跡としては雪谷川の上流に存在する宮沢過跡が準げられ、その川辺においても該川の存在は碓昭されて

おらず本遺跡と同様の傾向を示している。これらのことが何を示しているのか、下流に位置する八戸市内新

井田川流域において当該期の遺櫛や遺物が多く砿昭されていることとの関係性などを検肘していく必要があ

り、それらは今後の検肘課魍として挙げられる。

【節Ⅱ章で使川した引用・参考文献］

(ここでは(財)岩手県文化振興砺業研埋蔵文化財センターを岩文埋と扱うこととする｡）

稲米町救介姿員会1987『軽米町史（上巻)』

軽米町教育委員会2000『経米町史（ド巻)』

軽米町執育委員会2001 『軽米町遺跡分布図』

岩手肌牧育委曲会1999『遺跡台帆』

岩文埋1983『叺臓敷Ib通跡発掘卿査報告沓』岩手膿文化振興事業団埋蔵文化財澗査報告番節63jIL

岩文埋1986r臘場野Ⅱ遺跡発掘剛l査報告書』岩手蝶文化振興事業団埋蔵文化財調査報告香第99"

岩文埋2001 r宮沢遺跡発棚測盃報借普』岩手県文化掘興砺業団埋巌文化財孤迩鯏告苔鋪358"
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第Ⅲ章調査概要と整理方法

1．野外柵査の方法

(1)グリッド股定

本遺跡のグリッド設定にあたり、平成13年度に梅の木沢遺跡の調査を実施する際に設置した平ini臘角座

標・第X系（日本測地系）に従って、基轆点2カ所と補点4カ所の計6カ所を設椴したグリッドを使用して

いる。グリッドは基準点2点を結んだ線をJ"i線とし、さらに補点で結んだ線をこの線と直行するようにし

調査区を網羅するようにメッシュを設定している。 （以下に示した数値は平成13年度のものである｡）

グリッド猪

3A3

3Cl

2C13

2B13

HX Y

351.770鑑地点1 63475.000266()0．000

基地点2 63440.000 354-58726600．000

湘
袖
補
一
袖

純
一
搾
一
挿
一
紺

350.926
-

354.2()3

26615．000 63485.()()(）

26615.000 6346().00(）

26585蕾000 63460．00(） 35238】 3B18

3C1126590．000 63475．000 351.882

B C

梅の木沢遺跡は大グリッドは

1辺が25m，小グリッドは各辺

を5等分してl辺を5mに股定

している。大グリッドは西から

東に向かってA～D,北からlfi

に向かってl～7とし、小グリ

ッドは北西隅を1、南東隅を25

とした“各グリッド名称は北IIIi

隅の杭名称による。

本遺跡は梅の木沢遺跡の約50

m北Illlに位慨していることか

ら、その股定したグリッドを延

長して本遺跡を網羅するように

した。それらから北に延災して

いるため、本遺跡のX座標値は

北に行くにつれ－1 ．－2とな

っている。

これらのことから本遺跡はす

べて踏盤している。

I

-3

▲1 ２

ワ
ー

25

-1

I

第7図グリッド配藩図
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（2）辿櫛名称

調査過穏や調査後の検討で過描に成り得ないと判断したものもあり欠爵が生じている。今回の報告では、

調査時の悉号を整理時においても継続して使用している。

竪穴住居は亜複が激しく断mi観察の時点で予め目安に避柵恭号を付した後にサプトレンチを入れ、 さらに

その遺柵把握に務めた。その結果サプトレンチを入れた後は、 4号・ 5号・8号竪穴住居としたものは、他

の竪穴住居に組み込まれるものやプランとして把握できなかったため欠番とした。

過柵配閲図においては以下の略号を用いて褐戦している。

竪穴住居・ ・ ・ SI 埋設土器･ ･ ･SR 焼土遺構・ ・ ･SX 陥し穴・ ･ ･SKT

土坑・ ・ ・SK

（3）粗捌り・遺柵検出・鞘査

粗伽りは人力により任意に数カ所設定したトレンチを掘り下げ、堆積状況や遺物包含状況、遺構検出面の

確認を行った後、重機を用いて迩櫛検出面まで掘り下げを行った。

辿柵検出は、表土を除去した面と遺物包含燗直ドの層界をジョレンと両刃嫌で行った。

精査は検出された遺櫛を適宜2分法・4分法を使い分けて行い、必要な記録は野帳や図面等に記録した。

また、辿柵梢査では、サプトレンチを積極的に利用し、正確な過櫛の把握に務めた。

（4）実測

遺構の平面実測は、簡易遮り方測量で作成している。縮尺は原則として竪穴住居や陥し穴、土坑などは1

/20とし、埋没土器や石囲い炉や地床炉などはl/10，その他は必要に応じて任意の縮尺を用いていた。また、

調査区範IIHはl/40の縮尺を用い平板測獄で作成している。

（5）写真

写真柵影は、 35"判カメラ2台（モノクロ・リバーサル）と6×9cm判カメラ1台（モノクロ）を使用し、

遺柵や過物の検出、出土状況に応じて行っている。

（6）広報活動

埋蔵文化財に対する啓哉将及活動の一環として、捌査成果を公開する現地説明会を平成14年6月15日にⅢ

催している。

2．澗査綴過

本遺跡は-ド妃のような工程で発掘調査を行った。

4月12日：器材搬入を行い現場設営を行う。

4月16日：人力による表土掘削を開始。

4月17日：生涯学習文化課による拭掘トレンチから範囲を広げながら遺柵検出作業を行った結果、陥し穴や

士坑を確認。

4月22H:辿梢糀査と過櫛検出作業を平行して行う。

4月23日: 1号埋設土器の籾在間始。

5月1日：澗盃区西側の館出した断面観察した結果、竪穴住居が噸複していることを砿認。

5月9日： 1 ． 2 ． 3号竪穴住届の範囲を硫偲、糊礎IﾘM始。また、 一lC7グリッドにおいてIV層から槍

先形尖頭器が出土。
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5月20日：6号竪穴住居を鞘査開始。

5月22日：同遺椛に石囲い炉や埋設土器が伴うことを確認。

6月6日：6号竪穴住居の下にある10号竪穴住居鞘査開始し、石囲い炉や地床炉を伴うことを確認。

6月12日：二戸地方振興局土木部・生涯学習文化課・当センターにより栂の木沢遺跡と併せて終了砿脇を行

う。

6月15日：梅の木沢過跡と併せて現地説明会を行う。40名程の参加がある。

6月16日：すべての竪穴住居の図面作成が終了。

6月17日：現場においてすべての作業が終了し撤収。

3．室内整理の方法

（1）作業手順

出土過物は土器と石器合わせて大コンテナ10箱ほど出土している。遺物の水洗は発掘鋼査期間中に終了さ

せていたため、室内作業は注記作業からIIH始した。その後遺物の接合復元をし、本報借曲掲敬遺物の登鰔を

行った。それらの作業終了後に実測、過物写真撮影、辿柵・遺物のトレースを順に行い、図版及び観察表を

作成した。また、先述した作業と平行して原稿執筆、各鑑定分析を行っている。

（2）過梢

遺櫛図版はスケールを付しており、一部例外があるものの以下の縮尺を原則としている。竪穴住居はl

/40．1/50、住居内の埋股土器や石囲い炉は1／20、埋設土器は1/20,陥し穴と焼土、士坑は1/40とし

た。方位は日本測地形の第X系の北を示している。方位がないものはグリッドでその方角を示している。

また、遺櫛配置図に掲栽されている零高線は工事用図面との合成によるもので、遺櫛検出面で行ったもの

ではない。綱査以前に削平を受けていることから、削平を受けていない二[II軸の方がより地形の状態を表し

ていると判断したためである。

（3）過物

土器実測は掲戦過物の縮尺率は以下に犯す。土器l/2． l/3，剥片石器は4/5．礫石器は1/3を盤本

とし、大きさに合わせて適宜縮尺を変えており各図版においてその縮尺を示している。

写真図版の縮尺は基本はl/2であり、各図版ごとにその縮尺を示している。

（4）週物掲減基iWi

土器は総出土点数も少なく、大半が休部であったため基本的に文様緋を確泌できた口縁～体部を中心に積

極的に拓本作成・断面実測を行った。その結果、繩文が施文されている鉢・深鉢の体部から底部にかけては

実測及び拓本作成の品は少ないこととなる。

石器は出土点数が少ないことから剥片・チップ以外の石器は全て褐戦することとした。

4．凡例

凡例は第8図に示した通りである。なお土器実測図に空白部分が存在しており、それは石膏を入れた部分

を表現したものである。また、文様柵成が分かるものに対してはポイントを下げ図示している。石器実測図

の空白部分は後世によるガジリを示している。

観察表中においては、 （○）は推定値・ 〈○〉は残存価を示している。単位はすべてCmで表記している。
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5．土器の分類

縄文時代晩期末～弥生時代初頭に属する竪穴住居8棟が検出され、洩鉢・鉢・深鉢・壷・ミニチュア土器

など良好な資料が得られた。それらは細分可能であったため、下記のように分類を行った。他の時期の出土

遺物においても観察表中では同様の分類基細を採用している。

浅鉢(A類）

I頚～底部から口縁にかけて外傾しながら直線的に立ち上がるもの。

Ⅱ類～体部が膨らみながら口縁に立ち上がるもの。

これらは各竪穴住居ごとに第5'図にまとめてある。 Ⅱ類は高坏の可能性があるが、その底部や高台が確認

されなかったため、今回は洩鉢として扱う。

鉢(B類）

鉢は、他の器種に分類できなかったもの全てを鉢として扱ってた。今回鉢として扱った土器の中で第9図

に示したように、底部から口縁部への立ち上がり方で異なる器形を呈していることから分類を下記のように

行った。その結果6つに分類し、またその中で細分できたものもある。

I類～底部から口縁部にかけて外傾しながら立ち上がり、椀状の形態をなすものである。この中には台付鉢

となるものも含まれる。

Ⅱ類～底部から体部にかけてやや内脅気味に立ち上がり、頚部でくびれ口縁に向かって綴やかに外反する。

Ⅲ類～底部から体部にかけては直線的に外傾しながら立ち上がり、頚部でくびれ強く外反する。

Ⅳ類～本類は下記のように4つに細分可能であった。資料点数が少なく破片からの分類であったため、峨密

にc類とd類の細分には若干無理が生じている。とりあえずここでは細分しておく。

Ⅳa類～底部から体部にかけ内脅して立ち上がり、頚部で強くくびれそこから口縁部が外反する。

Ⅳb類～底部から体部にかけて内脅して立ち上がり、 口縁部付近で強くくぴれそこから垂血に立ち上がる。

Ⅳc類～Ⅳb類に類似しているが、Ⅳb類より口縁部の立ち上がりが短い。

Ⅳd類～Ⅳa類に類似しているが、頚部のくびれが弱く、 口縁部が短く外反する。

V類～体部から口縁部へとやや内母もしくは直線気味に立ち上がり、頚部が弱くくびれ、 口縁部が体部より

外反する。

Ⅵ類～体部から口縁部へとほぼ直線的で、外傾気味に立ち上がるものである。

深鉢(C類）

底部から口縁部へと内湾しながら立ち上がるもので、口縁部が内湾するものである。口縁部においてくび

れをもつもの(I類）とそのまま立ち上がるもの（Ⅱ類）がある。出土点数が少ないものの細分可能であっ

たため示しておく。

"(D類）

口頚部が強くすぼまるもので、内傾して口縁部まで立ち上がる。出土点数が少ないため類型化していない。

ミニチュア土器(E類）

小形土器の総称である。
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第Ⅳ章基本層序

本遺跡においては、遺跡周辺の地形で先述したように段丘形成により士層の堆禰が異なる箇所を確認でき

たため、 2箇所でそれらの紀録作業を行っている。基本屑序は独りの良い北側の－2Cl3グリッドと、南側

の一lB20グリッド付近に形成された斜面の堆欄状況を確認した。

第Ⅱ章の地形で先述したが、ウチナイ沢と遺跡の南側を西流する沢の影響により屑序が異なる。ウチナイ

沢や西流する沢の影響を受けていない北斜面は前者が当てはまり、縄文期に確認できる十和田中概や十和田

南部火山灰を層序において把握できた。しかし両沢の影響を受けている東・南斜面は後者が当てはまり、 x

Ⅱ～xⅥ届のみの確認となり北斜面で確認できたような層序の把握はできなっかた。これらの層は繩文中101

末以降の過物包含層であることから、それ以前に堆欄したと思われる圃序は両沢の影轡により削られていた

ことを指摘できる。

これらのことを把握できた韮本岡序は以下の通りである。

I屑：黒褐色シルト層(10YR2/3)現代整地用。粘性なし、 しまり強い。砕石（直径5～30cm)が混入

し、亜機辱の影響により硬化している。届厚5～lOCm｡

Ⅱ周：にぶい黄褐色シルト刑(10YR4/3)粘性弱く、 しまり強い。舸厚lOCm・直径3～lOcmの十和田中

撤火山灰を多く含む。層厚が薄いため本層下部には南部浮石の浮き上がりを部分的に硴認できる。遺跡内で

も北斜面の標高の高い箇所でしか観察されない。

Ⅲ層：褐色シルト層(10YR4/4)遺榊検出面。粘性やや弱く、 しまり強い。屑厚lO～15cm・直径1～20

皿の十和田南部火山灰がやや多く、直径1～lOmnの炭化粒を少通含む。

Ⅳ届：十和田南部火山灰刑(10YR4/3)燗厚10Cm｡

V届：暗褐色シルト屑(10YR3/4)粘性やや弱く、 しまり強い。刑厚7～10cm･直径l～20mの十和田

南部火山灰がやや多く上層を中心に混入している。

Ⅵ届：褐色粘土府(10YR4/6)粘性、 しまり共にやや強い。用叩15～20cm・十和田南部火山灰が微凪に

混入している。

Ⅶ屑：明黄褐色粘土質シルト層(10YR6/8)粘性並、 しまりやや強い。層厚12～15Cm。直径5～20cmの

礫を多く含む。

Ⅷ屑：明黄褐色粘土層(10YR6/8)粘性やや強く、 しまり強い。屈厚15cm。

Ⅸ屑：灰黄褐色砂屑(10YR6/8)粘性弱く、 しまり強い。層厚lOcm｡

X厨：明苗褐色粘土個(10YR6/8)粘性やや強く、 しまり強い。届厚20～30cm｡

XIE:本圃はIX層とX届の互層となっているのことは把握しているが、明確な差を捉えることができな

かったため一括して報告する。屑厚不明。

XⅡ圃：黒褐色シルト屑(10YR2/2)粘性弱く、 しまり強い。届厚lOCm・直径5～lOmの黄褐色スコリ

アを少量含む。縄文時代中期末の土器を包含している。

XⅢ屑：黒褐色シルト屑(10YR2/2)粘性やや弱く、 しまり並。屑IW10～15cm｡Xn掴と類似している

が若干砂質味が墹す。

XⅣ層：黒褐色シルト層(10YR2/2)粘性並、 しまりやや弱い。府厚10CLXV届がブロック状に含ま
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れる°

XV":暗褐色砂質シルト厨(10YR3/4)届厚20cm

XⅥ府：浅黄榿色砂礫層(10YR8/4)厨厚不明。

上妃が醐査区内において確認できた冊序である。基本的にはⅡ層の上にXⅡ～XⅥ厨が形成されていく堆

積過程が想定できる。ただし、竪穴住居に堆積した埋土に閲しては、本遺跡内における基本冊序で砿認する

ことはできなかった。また．残りの良い土屈は澗恋区内では部分的にしか磯っていないため、 Ⅲ冊を逝柵検

出面としたが調迩区内の一部ではⅡ～Ⅳ届が遺椛検出面となっている。

調査区内における地形の形成から土屑断面の時間的な変避を把握する躯ができたが、各泄柵の埋土の主体

屑を上妃の各土筋において碓踊できなかった。
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第10図遺構配置図
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第V章検出された遺構と遺物

1．概要

今回の澗査からは繩文時代草創期から弥生時代初頭にかけての遺柵や遺物を確認できた。 しかし砂防ダム

建設時に重機が頻繁に稼働していたため、遺櫛上半部を削平されていることから追跡の全容を把握するまで

には至らなかった。このような中で碓認できた遺柵の検出状況について以下にまとめておく。

基本的に燗査区内で繩文時代早期から中期末にかけての過櫛や遺物は、澗査区中央部段丘の頂頭部から北

側斜面にかけての調査区内でも比較的標高の高い範囲の－1 ． 2Cグリッドに存在している。検出された遺

枇は埋設土器1基・陥し穴4基・焼土2基・土坑4基、出土泄物は繩文時代草刺期～弥生時代初頭のものま

で幅広く碗i鯉されている。また、繩文時代晩期末～弥生時代の遺櫛は竪穴住居8棟、主に段丘の縁辺部に存

在する緩斜面、 －lC4．5グリッドで確認された。これらは先述したような影響を強く受けているため、

遺櫛上半部がWII平を受けているものや半壊している状態であった。ここでは、繩文時代中期末や時期不明と

繩文時代晩則末から弥生時代初頭にかけての遺椛や迩物を分けて報告する。

2．縄文時代草創期から中期末の遺構・遺物

1）埋設土器

1号埋設土器

[位置]-2C22グリッドに位慨する。

[検出面・検出状況］ Ⅱ層。検出当初土器がまとまって出土している状態であった。その周辺を泄櫛検出し

た際に土坑プランを砿認できたため輔査に入る。半段し底面まで掘り下げていく段階で、倒立した土器が確

認できたことから埋設土器と判断し改めて精査を行う。

[平面形・規模］平面形は梢円形を呈する。規模は1.32×0.96m、深さは0.66mである。

[底面・盤］底面はほぼ平坦である。噸のほとんどは級やかに立ち上がるが、一部で垂直に立ち上がり中蝋

を確認できる所がある。

[埋土］暗褐色シルト層が主体である。人為堆積で、十和田南部火山灰のブロックを埋め戻している。

[過物] lは深鉢である。底部はﾊﾘ平を受けたため存在していない。

[遺柵時期］繩文時代中期末に属する。

[備考］本過柵と1号焼土遺柵は近接していたため、それらの周辺に竪穴住居等を示すような過椛が存在し

ているかどうか検出作業を行ったが硴鰡されなかった。遮栂時期は辿物の所属時期から判断している。

2）陥し穴

l号陥し穴

[位置]-2C21･22グリッドに位慨する。

[検出面・検出状況］ Ⅱ～Ⅲ層。噸頭部から北西斜面への落ち際において、梢円形プランを検出したことか

ら輔査に入る。

[平面形・規模］平面形は梢円形を呈する。規模は1.58×1.18m、深さは0.57mである。
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ザ埋設土器
陥拠色シルト燗(10YR3/3)粘性並、
しまり強い。
血挺3～5画の炭化粒を微愚に含む。
淵郁浮獅が多く鵬人十る人為堆積屑。

イ
A'

１
１

A1
一

1.=353.0m

IIA

l号陥し穴
I IM色シルl･lW(5YR147/l) ili性ややりりく． しまりやや蚊い。
2黒色シルト燗(5YR1,7/1)粘性刑く、しまりやや曲い。
3黒色シルト肘(5YR1.7/1)粘桃並、しまりやや軌い。
4牒色シルト層(5YRl.7/1)粘性脇く、しまり並。 luif5mn'前後の
焼土と炭化粒、断禍色スコリブを徹倣含む。

5 4肘と1I11棚。
6期色シルト燗(5YRl.7/1)粘性蚊く、 しまりやや蚊い。

7冊掲色シルト層(7.5YR2/2)杣性ややM1く、 しまりやや強い。

8黒色シルト層(10YR2/1)粘性やや聯く、しまりやや強い。
直径2～3皿の娩土と炭化粒を微戯含む。

9 8層に緬似しているが、焼土と炭化物がなくなる。
10熱色シルト屑(7.5YR2/i)粘性強<、 しまりやや強い。
11 10,胸より藩1棚み淵す。汎人物はIIIじ。
12褐色シルト間(10YR4/4)地山m1藩土。

13黒褐色シルト層(10YR2/3)地111ﾙI落tをブロック状に少量含む‘
14黒褐色シルト層(10YR2/2)粘性、しまり共に識い。
15 14層とi剛槻。

16 13脳とII1陳。地,1l1朋滞1:,。

17照色シルl･屑(IOYR2/1)帖性ややﾙﾘく、 しまりやや強い。
18黒褐色シルト脳(IOYR2/3)粘性やや強く、 しまりやや強い。
19黄褐色シルト層(10YR5/6)粘性、しま1）共に強い。
南部浮石がブロック状に少獄況人｡

20無褐色シルI･卿(10YR3/2)粘性|1Iﾙ<、 しまりやや強い。

い

A1A

で
A|A

A
A'A

3号陥し穴
1 黒色シルI､屑(5YR1.7/1) 1号附し穴の】～.1層に類似。
市郎浮石がブロック状にやや多く含む。

2期褐色シルI,M(10YR2/2)粘性雌、 し喋I)やや強い。
1層と拠合物はI!りじだが、藩干'’1るみ燗す

3黒褐色シルト層(10YR2/2) 2肘に蹴似だが狐入物は減り、
しまI)が弱くなる。

4暗褐色シルト咽(10YR3/3)粘性、しまI)此に胴い。地11lli)Wtc

L=352.8m A'A

2号陥し穴
l 測色シルト脳(10YR2/1)粘性ややりりく､1 洲色シルト卿(10YR2/1)粘性ややりりく．しまりやや強い。
直姫5～I0画の焼土を微戯含む。

2蹄禍色シルト間(10YR3/41)粘性やや強く、しまI)強い。
南郁浮石を多く含む。

１
１

、
画

■

■

巴

句

色

０
０

第11図 1号埋設十器、 1～3号陥し穴
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[底面・壁］底面はほぼ平坦である。底面において逆茂木痕を4基検出し、それらは瞳線上に配股されてい

る。壁はほぼ垂直に立ち上がる。

[埋土］黒～黒褐色シルト屑主体で、 20層に分層される。

[軸綴方向]N-35．－S

[出土遺物］縄文土器7点出土したが、磨滅しているため図面掲戦はしていない。

[遺櫛時期］繩文時代前期以降に属すると思われる。

[側考］平面形や配撒は2号陥し穴と類似する。埋土主体厨を基本燗序において確認できないことからⅡ圃

以降の時期と考えられる。また、 3．4号陥し穴との前後関係は不明である。

2号陥し穴

[位世] -2Cl8．23グリッドに位置する。

[検出面・検出状況］ Ⅱ屑。頂頭部から北斜面への落ち際において、梢円形プランを検出したことから輔査

に入る。

[平面形・規模］平面形は梢円形を呈する。規模は1.61×0.88m、深さは0.27mである。

[底面・壁］底面は中央が窪む皿状を呈する。底面において逆茂木痕等は検出されなかった。壁はなだらか

に立ち上がる。

[埋土］黒～暗褐色シルト層が主体で、 2屑に分層される。

[軸線方向]N-60． －S・

[出土迦物］なし。

[遺櫛時期］縄文時代前半以降に属すると思われる。

[備考] 1号陥し穴と同様の形状や規模であること、他の陥し穴と検出位髄が同じであることから判断して

いる。埋土主体間を基本層序において確認できないことからⅡ厨以降の時期と考えられる。また、他の陥し

穴との前後関係は不明である。

3号陥し穴

[位腫]-1C7グリッドに位侭する。

[検出面・検出状況］Ⅲ周。頂頭部から西斜面への落ち際において、円形プランを確泌できたことから輔査

に入る。鞘査開始直後、土坑と判断していたが、底面にて小穴を確認したことから陥し穴と改めた。

[平面形・規模］平面形は円形を呈する。規模は1.12×l.08m，深さは0.22mである。

[底面・盤］底面は平坦である。底面において小穴を多数検出されたが、逆茂木痕がどれに相当するかは不

明である。壁は垂直に立ち上がる。

[埋土］黒～暗褐色シルト層が主体で、 4厨に分層される。

[出zt遺物] 2は深鉢の底部で埋土中圃から出土している。

[遺榊時期］繩文時代前期以降に属すると思われる。

[備考］ 4号陥し穴と平面形や規模共に類似しているが、同時期に存在していたものかどうかは埋土主体層

からは判断できない。埋土主体厨を基本圃序において砿昭できないことからⅡ届以降の時期と考えられる。

また、他の陥し穴との前後関係は不明である。
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4号陥し穴

[位世]-1C6グリッドに位慨する。

[検出面・検出状況］Ⅲ～Ⅳ層．頂頭部から西斜面において検出する。Ⅲ届上面においての遺櫛検出時には、

本遺梢を把握できなかった。下圃検出時に本過櫛の存在を確認し、糊査に入る。

[平面形・規模］平面形は円形を呈する。規模はl.14×l.13m，深さは0.12～0.21mである。

[底面・壁］底面はほぼ平坦で、部分的に礫層が確認されている。底面中央からは逆茂木痕が1基検出され

ている。壁は垂直に立ち上がる。

[埋土］黒～暗褐色シルト層が主体で、 2層に分屈される。

[出土遺物］なし。

[過栂時期］縄文時代前期以降に属すると思われる。

[備考］ 3号陥し穴と平面形や規模共に類似しているが、同時期に存在していたものかは埋士主体届からは

判断できない。埋土主体屑を基本隔序において碓認できないことからⅡ屑以降の時期と考えられる。また、

他の陥し穴との前後関係は不明である。

3）焼十遺構

1号焼土遺構

[位侭] -2C22グリッドに位掴する。

[検出面・検出状況］ Ⅲ周。梢円形を呈した焼土範囲を砿認したことにより箱査に入る。

[平面形・規模］平面形は梢円形を呈する。規模は0.60×0.42m，深さはO.13mである。

[底面・壁］床面は平坦で、壁は外傾して立ち上がる。

[埋土］黒褐～暗褐色シルト届が主体で、 5層に分圃される。

[出土過物］なし。

[遺柵時期］縄文時代に属すると思われる。

2号焼十遣櫛

[位樋]-2C17グリッドに位圃する。

[検出而・検出状況］Ⅲ厨。焼土範囲を確認したことにより鞘査に入る。

[平面形・規模］平面形は梢円形を呈する。規模はO.59×0.48m，深さは0.1mである。

[埋土］黒褐～明赤褐色シルト府主体で、 4屑に分個される。

[底面・壁］床面はほぼ平坦である。北盤は垂直に、南堕は外傾して立ち上がる。

[出土遺物］なし。

[遺栂時期］繩文時代に属すると思われる。

4）土坑

1号土坑

[位皿]-2C17グリッドに位侭する。

[検出面・検出状況］Ⅲ層。不整円形のプランが硫認できたことにより精査に入る。

[平面形・規模］平面形は不整円形を呈する。規模は0.77×0.59m、深さは0.21mである。
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[底面・壁］底面は中央が髄み捌り鉢状である。盤は外傾して立ち上がる。

[埋土］黒褐色シルト層主体で、 4屑に分層される。

[出土遺物］埋土中から2点出土している。

[過櫛時期］繩文時代に凧すると思われる。

2号土坑

[位樋]-2C17グリッドに位趾する。

[検出面・検出状況］Ⅲ屑。梢円形のプランが検出されたことにより精査に入る。

[平面形・規模］平面形は梢円形を呈する。規模は0.71×0.43m、深さはO.17mである。

[底面・壁］底面はほぼ平坦である。底面中央に小穴を持つ。壁は外傾して立ち上がる。

[埋土］暗褐色シルト届主体で、 3屑に分層される。

[出土遺物］埋土中から20点出土しているが、磨滅しているため図面掲載は不可能であった。

[遺櫛時期］縄文時代に属すると思われる。

3号土坑

[位圃]-2C17グリッドに位世する。

[検出面・検出状況］Ⅲ層。不整円形のプランが確認できたことにより精査に入る。

[平面形・規模］平面形は梢円形を呈する。規模は0.98×0.62m，深さは0.15mである。

[底面・盤］底面は平坦である。残存している南壁は外傾して立ち上がる。

[埋土］暗褐色～黄褐色シルト主体で、 2層に分層される。

[出土遺物］なし。

[過榊時期］繩文時代に属すると思われる。

[傭考］後世の削平を受けているため、西壁は残存していない．

5号土坑

[位囲］－2C12グリッドに位歴する。

[検出面・検出状況］Ⅲ届。

[平面形・規模］平面形は円形を呈する。規模は0.53×0.52m、深さは0.12mである。

[底面・壁］底面は揺り鉢状で中央が寵む°壁は緩やかに外傾しながら立ち上がる。

[埋土］暗～黄褐色シルト間が主体で、 2個に分届される。

[出土遺物］なし。

[巡柵時期］繩文時代に属すると思われる。

5）遺構外出土遺物

繩文時代の過物がⅡからⅥ屑中から、 XⅡ屑及び繩文時代晩期末から弥生時代初頭に属する竪穴住居から

出土している。竪穴住居は中期末の包含掴を掘り込んで形成していることから、住居埋土内からは縄文時代

晩期末から弥生初頭にかけての遺物と共にそれらが出土している。今回は、中期末に属する土器は、竪穴住
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◎嵐
岸 A

AA

AA

A'A
1号焼土
1 蹄悶色シルト層(10YR3/4)粘性鮒く、しまり強い。
焼土を多く含む。

2肌測色シルト層(IOYR2/1)粘性やや刺く、 しまりやや蚊い。
I(if3～5mmの焼l:と炭化粒を徹展含む。

3略柵色シルト脳(IOYR3/41)粘性やや恥く、 しまりやや鋤い。
地111li1勝土。

4蝋測色シルト層(10YR2/3)粘性やや強く、 しまり強い。
地111ブロックを含む。

5色澗は3層に近いが、商碓5Cmの地1I1ブロックと焼土ブロック
をやや多く含む。色澗は3燗に近い。

4号陥し穴
l 川棚色シルト届
2蹄褐色シルト層

(10YR2/2)粘性雌、しまりやや強い。
(10YR3/4)粘性雌、しまDやや強い。

Ａ
一○

、
Ａ
ｌ

戸

A A 1号土坑
l 肌色シルト刷(10YR2/1)粘性やや弱く

、 しまりやや弧い。 |f[if5～10IMIMの娩土

を微駄含み、枇掛仏スコリアをやや多く
含む。

2鯉褐色シルト層(10YR2B)粘性やや強

く、しまり強い。
3 M|Ⅷ色シルト刷(10YR2/2)粘性やや強

く、 しまり蚊い。
Wj郁浮石のﾛｯｸが拠入｡

4 側褐色シル1､刑(10YR5/6)粘性やや強
く、しまI)強い。地山蝋落土をブロック
状に混入。

A1 3叫ハ

2号焼土
1 1ﾘj赤褐色シルト届(5YR5/6)粘性刺く、しまり強い‘
焼土｡

2 榔色シルト層(10YR4/6)
3 MⅧ色シルト胴(10YR3/2)粘性1$<、 しまり強い。
尚間色スコリアを1敗戯に含む。

4 脚色シルト脳(10YR4/6)粘性刺<、 しまり強い。

A A

A

A A↑
－

L＝3529m
AリA

A1A L=351

両
１

L=3523111
2

２
－
Ｖ
３ '一■

2号土坑
I 蹄褐色シルト屑(10YR3/3)粘性、 しまり
共に強い。菰褐色スコリアを少量含む。上
冊川土。

2 I肝側色シルト闇(10YR3/4)粘性ぺ』や蚊く、
しまり強い。測糊色スコリアを微鼠含む。

3 にぷい黄褐色シルト闇(10YRj1/3)粘性、
しまり共に並。側褐色スコリアを多く含む。
地山に近い。

3号土坑
1 世禍色シルト層(10YR5/8)粘性弱<、

しまりやや強い。 IW部浮石が微量混入‘
2 2M･ I:坑の1厨と側じ。

5号土坑
1 2号土坑のl屑と同じ。
2黄褐色シルト届(IOYR5/6)

粘性＃りく， しまり並。市郎浮祁か
徹量混入。

0 2m

→

第12図4号陥し穴、 1 ．2号焼土、 1～5士坑
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第13図-2C17． 18グリッドll～IV出土遺物

居の出土遺物で報告せず遺榊外遺物として一括して扱う事とする。時期が古い順から記裁を行う。

-1C7"IノッドのⅥ厨~上而から出士した19は頁岩製の桷先形尖頭器である。形状は柳葉形を呈し、-1C7グリッドのⅥ厩上面から出土した19は頁岩製の械先形尖頭器である。形状は柳葉形を呈し、長さ

62cmのものである。後期旧石器時代終末から繩文時代草創期に属する。

-1C3．22グリッドのⅣ用からV層にかけて出土した20と21は磨製石斧である。 20は刃部を中心に研磨

を施しており、側面の一部製に作段階の剥離を残している。 21は全面に研贈を施し製作されており、製作段

階の剥離は残存していない。20は早期、 21は前期から早期かけて属する。

-lC2． 9グリッドのⅡからⅢ層にかけて出土した4．5． 9は、深鉢の底部である。また、 －2C

17･ 18グリッドのⅡからⅣ間にかけて土器や石器が第13図に示したようにまとまりをみせ出土している。土

器は磨滅し、石器はチップを含めた剥片類が多いため、図面褐戦できたのは石鑑（22)、不定形石器（23）

と耳飾（3）のみである。これらは早期から前期にかけてに属する。

-1C13･ 14． 18･19グリッド南側の斜面部にのみ残されていたXⅡ掴や竪穴住居の埋土からは、 8･

10～16の土器が出土している。これらは大木10式に比定されるものと考えられ、また当該期の石匙も出土

している。

炎土から出土した17． 18は変形工字文を有する浅鉢である。前者は大洞A′式、後者は砂沢式に比定され

るものと思われる。
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3．縄文時代晩期末～弥生時代初頭の遺構・遺物

l)竪穴住居

1号竪穴住居

[位侭]-1B4グリッドに位腿する。

[検出面]XV用。

[検出状況］段丘の先端部が後世により削平され、その露出した断面より土器が確認されたため、遺櫛の存

在を澗査当初から認識していた。 しかし遺椛プランは不明瞭であったため、本来遺櫛検出面であった段丘上

面に露出した断面に直交するようにサプトレンチを複数入れたことから、半円状を呈した平面プランを砿腿

した。また、その露出した断面観察によりその壁の立ち上がり及び床面を硴泌できた。それらの結果、 2号

竪穴住居に切られていることを認識し輔査に入る。

[m襖関係] 2．6号竪穴住居と亜複しているが、 6号→1号→2号竪穴住居の順で新しくなる。

[平面形］確認できた平面形は半円形を呈する。他の竪穴住居から考えると梢円形に近いプランを呈してい

たものと思われる。

[規模］確泌できた規模は3.66×1.94m、深さはO.48mである。

[埋土］黒～黒褐色シルト色主体で、 17屑に分届される。

[床面・壁］床面はほぼ平坦であるが、西へ下る斜面に沿って傾斜している。残存していた西壁は外傾して

立ち上がる。

[柱穴］なし。

[炉］なし。ただし埋土内において焼土を多く砿腿できたことから削平された側に存在していた可能性があ

る。

[出土遺物］深鉢・鉢・浅鉢・壷などの土器353点、石器28点が埋士中位から床面にかけて出土している。

25．26．37．38は浅鉢である。27～36は鉢、 39は壷、 40～43は粗製の深鉢である。 25．26．37は変形工

字文を有するもので、 37のみ粘土癌がある。 38は平行沈線と方形状の刺突を組み合わせたものである。27～

36の鉢は口縁部直下に平行沈線のもの、平行沈線と波状沈線を組み合わせたもの、指頭による沈みのものに

分けられる。44は無茎石蟻、 45．48は不定形石器で、それぞれ剥片の末端部に二次加工を有する。46．

47．49は喫形石器で、上下に微細剥離痕を有している。 50は砿石である。

[遺櫛時期］縄文時代晩期末～弥生時代初頭に属する。

2号竪穴住居

[位股]-1B4． 10グリッドに位慨する。

[検出面]XV胴。

[検出状況］ 1号竪穴住居と同様、竪穴住居として認識していたものの遺櫛プランは不明瞭であった。その

ため1号竪穴住居と同様に露出した断面に直交するようにサプトレンチを入れ断面観察を行うことで、本適

櫛の盤の立ち上がりと床面及び半円状を呈した平面形を砿昭できた。それらの結果、本泄椛が最も新しいこ

とを錫識し輔査に入る。

[砿裡関係］ 1 ． 3．6． 7． 9･11号竪穴住居と亜複しているが、 3号→11号→9号→7号→6号→1号

－30－



|“|” ＜

穴{I ﾊ'1

“

A

A

国
｝

ｌ
亭
＃
蝉
切
岸
つ
再
三

１
１

0 2m

1 ．号竪穴住居
1 肌色シルト層(10YR2/1)粘性刑く、 しまり並。直陛2～5" 10肌色シルト咽(IOYR2/1)粘性刺<、 しまり並。亜径1～3四
の洩沈燈スコリアを少最含む。直径3～5函の炭化粒を廠量合 の髄柾スコリア微堂含む。
む。 11黙褐色シルト層(10YR2/2)粘性並、 しまり並。醐柾スコリア

2 M悶色シルト燗(10YR2/2)粘性聯く、しまりやや蚊い。 微鼠、直径1～5mmの炭化粒、焼土微最含む。
3川柵仏シルト胸(10YR3/1)血陛l～3mm繭樋スコリブ、 i"径 12 1M色シルト届(10YR2/1)粘性やや肘〈、 しまI)並。伐栂スコ
15"の礫を少斌含む。 リア撤蹴、脱徹l～5mm|の娩土徽風含む。

4肌色シルト胴(IOYR2/1)粘性ややりりく， しまりやや強い。 13 1M色シルト間(10YRl.7/1)粘性恥く、しまり並｡批侃スコリア
5肌色シルト屑(10YR1.7/1)粘性やや弱く， しまI)やや強い。 微量含む。
直径1～3皿の衝樋スコリア微堂、匝径l～5函の炭化粒徴量 M褐色シルト届(10YR4/4)粘性やや弱く、しまり強い。地山ブ
と焼土を微量含む。 ロックを混入。

6 肌(色ｼﾙﾄ層(10YR1､7/1)粘ﾔkやや弱く‘ しまり帷｡ 15 1粁捌色ｼﾙﾄ層(10YR3/4)粘性やや弱く､ しまり賊い｡茂概
7 "､I色シルト屑(10YR2/1) し贈りややりりい。r[if1～3mの茄 スコリア少餓含む。
栂スコリア微戯、蹴鮭l～5”の焼土を微量含む。 16 15とl瑚じ°

8肌色シルト層(10YR1.7/1)粘性並、 しまI)やや強い。地山プ 17時褐色シルト屑(IOYR3/3)批樋スコリア少斌含む。
ロックを徴量混入。 】8無色シルト層(IOYR2/1)粘性肘く、しまり並。6府に近い。

9 IM褐色シルト屑(10YR2/2)粘性冊く． しまり並。前侭スコリ
ア少賦混入、 irW1()～15cmの礫少EW&入。

第17図 1号竪穴住居

→2号竪穴住居の順に新しくなる。

[規樅］硴認できた規模は3.76×2.08m，深さは0.41～0.48mである。

[平而形］確認できた平面形は半円形を呈する。平面形が確認できた他の竪穴住居と同様な楕円形を呈して

いたものと思われる。

[埋士］黒～啼柵色シルト間主体で、 17厨に分隔される。

[床而・壁］床而はほぼ平坦であるが、西に下る斜面に沿って緩やかに傾斜している。残存していた西壁は
外傾して立ち上がる。
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第19図 1号竪穴住居出土遺物(2)
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第22図 2号竪穴住居出土遺物(2)

[性穴］なし。

[炉1なし。

[出土遺物］鉢とミニチュア土器などの土器200点、石器6点が埋土中位から床面にかけて出土している。

51～57は鉢で、口縁部直下に平行沈線のもの、平行沈線と波状沈線を組み合わせたものがある。58は鉢を

膜したミニチュア土器、 59は石錐の摘部で、被熱により錐部は欠拙している。

｢遺柵時期］繩文時代晩期末～弥生時代初頭に属する。

3号竪穴住居

[位世]-1B10グリッドに位徴する。

[検出面]XV屑。

[検111状況] 1 ･ 2号竪穴住居と同様に存在していることを縄撤していたがプランは不明llであった。 1 ･2

号竪穴住居と|司様の方法により壁の立ち上がりと床面及び半円状を呈した平面形を硴縄できた。それらの結

眺、 2号竪穴住居に切られていることを判明し精査に入る。

[煎複関係] 2 ･ 1 1号竪穴住居と爪複しているが、 3→11→2号竪穴ｲi括の順に新しくなる。

[規模］規模は2.02×1.73m、深さは0.15～0.24mである。

[平面形］平mi形は削平され他の竪穴住居に切られているため、ほとんどその平面形状を残していない。残

存していた平而形は扇形を最している。平liliプランがⅢ柵できる他の1慨穴住隅と同椛柵'1形を呈していたも

のと思われる。

鯉土］黒～暗褐色シルト主体で、 3層に分隔される。

[床Ini ･壁］床liiはほぼ平｣旦であるが、斜而に沿って関に傾斜している。鋤存している閥壁は外傾して立ち

上がる。
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3号竪穴住居
l 禍色シルト間(10YR!1/4)粘性脳く、 しまI)並。地山〃1蒲上。
2則柵世シルト層(10YR3/2)粘性刺く． しまりやや強い”血鮭3～5"の焼上と炭化靴を倣蹴含む。
3暗褐色シルト脳(10YR3/3)粘性刺く、 しまり並。直伍5～10mmの焼土と炭化粒を少量含む｡

蕾で 一
0

2

＜＞
60･61.S=1/2,他.S=4/5

第23図 3号竪穴住居・出土遺物

[柱穴］なし．

[炉］なし。

[出土遺物］鉢や浅鉢などの土器41点、石器4点が埋土中～下位にかけて出土している。大半は磨滅し'叉1面

掲賊は不可能であった。60は鉢、61は洩鉢で粘土揃が貼付られているものである．62は難部側が欠損してい

る石雛である。残存部の形状から柳葉形を呈する可能性がある。

[遺椛時期］繩文時代晩期末から弥生時代初頭に属する。

－37－



6号竪穴住居

[位皿]-1B3･4． 9グリッドに位瞳する。

[検出面]XV屑。

[検出状況］断面観察当初において本遺栂は、 ’号竪穴住居と同一のものと把握していたため、その存在を

認識していなかった。 1 ．2号竪穴住居の精査を進めていく中で、 1号竪穴住居と異なるプランを断面にお

いて硫認できた。そのため再度断面観察を行った結果、壁の立ち上がりを確認した。さらに本辿櫛と7号竪

穴住居とした遺柵との切り合い関係が不明瞭であったことから、南北方向に長いサプトレンチを入れたこと

によりその床面と7号竪穴住居より新しいこと、梢円形の平面プランを呈することを認識し輔査に入る。砿

秘できた本遺柵は床面のみであった。

[重複関係］ 1 ． 2．7． 10号竪穴住居と重複しているが、 10号→7号→6号→1号→2号号竪穴住居の順

に新しくなる。

[規模］規模は5.32×3.28m、深さはO.07～0.lmである。

[平面形］平面形は梢円形を呈する。

[埋土］黒褐色～暗褐色シルト屑が主体で、 6屑に分屑される。

[床n･壁］床はほぼ平坦であるが、若干北に慨斜している。磯存している東壁は0.5mあり、外傾しなが

ら立ち上がる。

[柱穴］なし。

[炉］石囲い炉が住居中央部で1基検出された。平面形は梢円形を呈する。規模は0.63×0.62m、焼土の圃

厚は0.09mである。組まれた礫は角～亜角礫で7点あり、各璽麓は2.6～4b5kg、総亜量は18.6kgある。石材

は砂岩や粘板岩が用いられ、それらはウチナイ沢で採取可能である。

[埋設i器］住居の東側で1基検出された。土坑の規模は0.45×0.33m、深さは0.08mである。鉢(64)が

倒立して土坑に埋められ、その倒立した土器の脇に深鉢（63）が横位の状態で検出した。横位の深鉢を立ち

割った際に入れ子として鉢（65）が存在していた。植物埋納に使用されたものと考えられる(109頁参照)。

[出土遺物］土器1057点、土製品2点、石器132点が埋土下位から床面より出土した。その大半は床面に銀

り付いた状態で出土している。土器は深鉢・鉢・浅鉢・壷・ミニチュア土器で、石器は石嫉、石匙、不定形

石器、桝形石器、石核、叩き石、凹石などである。63．79は深鉢で、両者共に胴部から口縁部にかけて内傾

するものである。64～77,81～119，121は鉢である。工宇文を有するもの､平行沈線のもの､指頭による沈

みのもの、平行沈線と波状沈線を組み合わせたものがある。78． 129は壷で、 78は口唇部が最もすぼまるも

ので、頚部上半部に平行沈線と隙裕を有する｡122～128は浅鉢で、 125以外は変形工字文を有するものであ

る｡122のみ粘土揃がある｡80.120はミニチュア土器､80は台付鉢を模倣したものである｡63の深鉢と64･

65の鉢は埋設土器に使用されている。 130． 131は土偶の脚部である。 132～142は石鑑で、 132～134は

有茎繊、 135～142は無茎蟻である。後者の中で135の形状は柳葉形、 140と142の形状は広葉形を呈し両

者共に基部側を尖らしている。 143は石錐である。 144～146は石匙で、 144は縦型、 145は刃部は欠損し

ているものの横型か斜位型と思われる｡146は摘部作出されていないが形状から石匙未製品と考えられる。

147～151． 153． 155． 159． 161･163･164． l78の不定形石器は､それぞれ側縁部に二次加工が施され

ている｡152．154． 160． 162． 165～177は櫻形石器で､162と175は上下左右の四辺全てに微細剥離を有

し､それ以外は上下にのみ微細剥離を有する。 180． 181は石核で、一定方向から連続した剥離を行ってお
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り、剥離可能な打面が存在すれば頻繁に打而転移を練り返しいる｡179･182～184は敲石で､179は剥片ない

し石核からの鱸用と考えられる。 185～189は凹石で、 188は磨面を、 185は敲打部を有している。 191は

台石である。

[遡柵時期］縄文時代晩期末から弥生時代初頭に属する。

7号竪穴住居

[位股]-1B3．4． 9グリッドに位紐する。

[検出面]XV届。

[検出状況］断面観察当初には、本遺栂は2号竪穴住居と同一のものと把握しその存在を認識していなかっ

た。その後の1 ．2号竪穴住居の過櫛プランを確認するためのサプトレンチ観察中に、 2号竪穴住居と異な

る壁の立ち上がりを確認できた。そのため再度断面観察を行ったことから、本道柵のプラン及び壁の一部を

確認した。しかし床面付近において平面プランが不明疎であったため、 6号・ 9号竪穴住居と切り合い関係

が把握できるようにサプトレンチを入れた。その結果、 9号竪穴住居より新しく6号竪穴住居より古いこと

と梢円形の平面プランの呈することを把握し、ほぼ床面のみの精査に入る。

[亜複関係］ 2．6．9･ 10号竪穴住居と砿複しているが、 9号→7号→10号→6号→2号竪穴住居の順に

新しくなる。

[規模］規模は5.46×5.27m、深さは0.07～0.31mである。

[平面形］平面形は他の竪穴住居によって切られて確總できない部分もあるが、残存している平面形は梢円

形を呈する．

[埋土］黒褐色～暗褐色シルト主体で、 8層に分層される。

[床而・畷］床面はほぼ平坦であるが、西側に向かって若干傾斜する。鋤存している壁は緩やかに外傾する。

[柱穴］なし。

[炉］なし。

[出土辿物］土器43点・石器5点がほぼ床面から出土している。 192～195は鉢で、平行沈線のものと地文の

みのものがある。 196．197は変形工字文を有する浅鉢である。 198は櫻形石器で、末端部が欠損し左側縁に

二次加工が碓泌されていることから不定形石器とも考えられたが、打面側の微細剥離痕から判断している。

199は外面全てに研磨が施されている磨製石器で器穂は不明である｡ 200～202は砿石、 203は凹石である。

[遺櫛時期］繩文時代晩期末から弥生時代初頭に属する。

9号竪穴住居

[位樋]-1B3･4．8．9グリッドに位世する。

[検出面]XV胸。

[検出状況］段丘の先端部が後世によりWII平され、その蝿出した断面より土器が碓總されたため、遺栂の存

在を認識していた。しかし遺櫛プランは不明瞭であったことから、本来遺構検出面であった段丘上面にサプ

トレンチを複数入れたことで梢円形を呈した平面プランを検出した。 7号竪穴住居との重復関係が不明瞭な

ことからその鰯出した断面の観察において、その壁の立ち上がりから7号竪穴住居より古いことが確泌でき

たことにより梢査に入る。本過桝はほぼ床面のみの糖査となる。

[砿複関係］ 2 ． 7竪穴住居と砿複しているが、 9号→7号→2号竪穴住居の順に新しくなる。
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第40図7号竪穴住居出土遺物(1)

[規模］規棋は3.02×2.02m，深さは0.05～0.31mである。

[平而形］平而形は梢円形を呈する。

[埋土］黒褐～11音褐色シルト層主体で、 5層に分舸される。

｢床而・畷1床而はほぼ平皿である。残存している四壁は緩やかに外傾する。
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第41図 7号竪穴住居出土遺物(2)

[柱穴・土坑］土坑1基・柱穴2基が検出された。土坑としたが住居の掘り方と考えられる。

[炉］なし。

[出土遺物］埋土下位～床面にかけて土器74点、石器4点がIH土している。 204．205は鉢で、平行沈練と地

文のみのものがある。206はミニチュア土器の底部である。207は有茎鑑である。

[過構時期］繩文時代晩期末から弥生時代初頭に属する。
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10号竪穴住居

[位睡]-1B3 ．4．8･9グリッドに位侭する。

[検出面]XV届。

[検出状況］ 6号竪穴住居と7号竪穴住居との亜複関係を把握するために、サプトレンチを入れた結果本道

栂の存在を確認した。また、 6号竪穴住居の床面から本過栂の石囲い炉の一部が確認され、ほぼ床面である

ことと平面プランが梢円形を呈することを認繊し鞘査に入る。

唾複関係］ 1 ．6． 7号と皿複しているが、 7号→10号→6号→1号竪穴住居の順に新しくなる。

[規模］規模は6.65×5.24m、深さは0.05～0.16mである。

[平面形］平面形は梢円形を呈する。

[埋土］黒～黒褐色シルト層が主体で、 6層に分届される。

[床面・壁］床面はほぼ平坦である。 6号竪穴住居が直上にあることから残存している壁は低くく、壁は外

傾して立ち上がる。

[柱穴］ 5基が検出された。平而形や規模は類似せず、それぞれ異なる。それらの配囮は竪穴住居の中心よ

り若干東寄りで五角形を呈する。その中心より東側に外れた位置に土器埋設炉や石囲い炉がある。

[炉］石囲い炉、土器埋設炉、焼土が1基ずつ検出された。石囲い炉や土器埋設炉は竪穴住居の中心より東

壁寄り、焼土は竪穴住居の西壁近くにあり、それぞれ竪穴住居の中心には位侭していない。柱穴の項でも記

述したが、石囲い炉や土器埋設炉共に5角形に配腫された柱穴の中心より東側に外れた場所に設遇されてい

る。

［石囲い炉］～平面形はほぼ方形を呈する。規模は0.71×0.61m、焼土の層厚は0.06mである。角～亜角

礫を8個使用し、各重凪は1～7.1kg、総重鼠24.0kgである。これらの礫は砂岩や粘板岩を使用し、 6号竪

穴住居と同様の石材で、ウチナイ沢より採取可能である。礫の1つは、台石(190)からの幅用であった。

［土器埋般炉］～平面形は梢円形を呈する。規模は0.97×0.54m、深さ0.06mである。使用された土器は

鉢（210）である。

［地床炉］～平面形は梢円形を呈する。規模は0.58×0,43m、深さは0.11mである。

[出土遺物］土器201点、石器16点が埋土下位から床面にかけて出土している。208･215の深鉢は、両者共

に胴部から口縁部にかけて内傾するものである。209～214.216～227は鉢で、変形工字文、工字文、平行

沈線、指顕による沈みを有するものや地文のみのものがある。228～230は変形工字文を有する浅鉢である。

210は土器埋設炉に使用されたものである。231は壷の頚部である。232は有茎の石鑑、 233は石錐である。

234の不定形剥片は、末端部に二次加工が施されている。 235の櫻形石器は、上下に微細剥離を有する。

236は敵石である。 190は台石で、石囲い炉に使用されていたものである。

[遺椛時期］繩文時代晩期末から弥生時代初頭に属する。

11号竪穴住居

[位置]-1BlOグリッドに位圃する。

[検出面]XV層。

[検出状況］本遺栂は3号竪穴住居と当初銘蹴していたが、 3号竪穴住居の輔壷時に本週榊の存在を鰡臓し

た。それでも平面プランが不明瞭であることから、サプトレンチを鰯出した断面と直交するように複数入れ
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10号竪穴住ﾉバ
1 1M色シル1．層(10YR2/1)粘性やや瑚<、 しまり強い。瓶径5～10画の
焼土、炭化粒をやや多く含む。

2黒色シルト層(10YR1､7/1)粘性やや弱く、しまI)並｡l肛従3～5mmの炭
化粒と焼tを微風含む。

3川色シルト隅(10YR2/1)粘性並、しまI)強い。 1閲と111梯の混入物。
4肌柵色シルト閥(10YR2/2)粘性刑<、 しまり強い。地111ブロックを多

く含む
5肌禍色シルト層(IOYR2/3)粘性弱く、 しまり強い。『職3～5皿の炭
化粒を微量含む。

6肌色シルト屑(10YR2/1)粘性ややjIjく、 しまI)舷。 lfWl～3mmの炭
化粒を微盈含む。

焼土
暗赤禍色～叩l褐色シルト畷焼土粘性刺<、しまり強い。

柱穴
1M柵也シルト､屑(1()YR2/2)すべての柱穴はl'iりじ色刷である。

P5

L=350.8mF{C' FC_ P1 P2
L=35().81

－－＝

娩土

G L=35081'' G'D P3 p
1.皇350.8m

E1P4

L=35().8m

Ｅ
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第43図10号竪穴住居
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上器埋設炉
】 胤禍色シルI､脳(IOYR2/3)粘性やや弱く、しま1)並。
2 侭色シルト肘(7.5YR6/8)焼土粘性弱<、 しまり並。
3 1M色シルト刑(7,5YR4/8)粘性洲<、 しまり鞭。

石囲い炉
1 幅世シルト層(7.5YR6/8)"･t粘性弱<、 し贈I)11

第44図10号竪穴住居

たことで平面プランと壁の立ち上がりを、その露出した断面観察により本道柵の壁と床而を確認できたこと

により糀査に入る。

[砿複関係］ 2号・ 3号竪穴住居と亜複しているが、 3号→11号→2号竪穴住居の順に新しくなる。

[規模］規模は1.73×173、深さは0.26mである。

I川1土］黒～黒柵色シルト層主体で、 10Mに分肘される。

[床面・壁］床而はほぼ平坦であるが、緩やかに北と西に向かって傾斜する．残存している西・南壁は外傾

して立ち上がる。

[平Im形］柚耀された平而形は柵|ﾘ形を呈する。

[柱穴］なし。

[炉］なし。

[川土遺物］土器4点が、川1土中から出土している。勝減しているため図1m掲戦はしていない。

[遺構時期］繩文時代晩期末から弥生時代初頭に属する。
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2
11号竪穴住居
l 肌色シルト届(10YR2/1)粘性弱<、しまI)並。直径
1～5画の此榔色スコリアを少量含む

2肌色シル1､W(IOYR1.7/1)粘性やや燗く､しまりやや
強い。直徹l～15mの炭化粒を少量含み、直径3～5
mの焼土を微侭含む。

3胤色シルト屑(Z5YR2/1)粘性やや弱く、 しまりやや
弱い。迩径1～3唾の焼上を含み、直佳3～5mの炭
化粒を傲戯含む。

‘1 川柵也シルト胴(10YR2/2)粘性舸く， しまり並。
lf〔径5～15”の炭化粒を少斌含み、地111ブロックを含
む。

5 jI層に近いが藩ial暗みが州し、混入物も額似する。
6照禍色シルト脳(10YR2/2)粘性弱く， しまりやや弱

い。地llllji僻土とil剛が汎じろ隔・
7 IM糊色シル1,刑(10YR3/2)粘ｾl畑く、 し史りややりり
い。地山ﾙ燃土。

8肌色シルト層(10YR2/1)粘性職<、しまI)並。直後
3～10皿の炭化粒を含み、血径1～5mの焼土を微量
含み、茂側色スコリアを少騒含み、地1I1M1瀞士を少量
含む。

9肌色シル1,咽(10YR2/1)粘性弱く、し史り並。
10肌色シルト眉(10YR1.7/1)粘性やや閲<、しまりやや
弱い。直径l～3皿の焼土と炭化粒を微溌含み、競禍

シ
↓

Ｉ
Ｆ
Ｒ
琴
切
岸
旨
目 、,

色スコリアを聯f含む

０
１

2m

’

第48図11号竪穴住居
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第3表土器観察詞1）

罰恥 登皿恥 唇橿 分団 竪性 醐蝿#目 堂女女胆 内自画昼 迫文 口径 馨高 n大径 旺征 f『冨巴径 f『高 風成 外面色ロ 内面色風 飴士 個考

I C 口総～仲田 Iサ蝿勘＋望 LR周鰹駆卸 麺 <蕊B＞ 型 良好 にぶい負間 にぶい黄縄 輻砂多 杜砂少 大木10式

２ C 体～厩巴 STP唾土 L暇 <9霜＞ 72 良好 にぶい貸翻 間 E砂多 租砂少 外臼スス付筋

9 C 体～良巳 .lC2グﾘブドﾛ~且喝 LR ＜1丘＞ 望 aQI 電槌 凪 田砂多 粗砂少

7 C 体～鹿屋 .lCZグﾘｧドE~n個 LR ＜】ら＞ 皿 血部 にぶい負個 にぶい役 E砂多 包砂少

4 C 体～嵐屋 ､1C12． 13． 14グリプドXn回 LR ＜Z1＞ 45 良af 暗誹閃 朗縄 鱈砂多 粗砂少

5 C 口律～体圃 ､IC13． 14ケリブドXp届 LR ＜ﾕg＞ 丘9 良好 電褐 凪間 銅砂多 坦砂少

3 C 体～座匡 -ICI3．MグリプドXロ同 隆否麹詞回文 ミガキ LR ＜11垂 11画 窪 血部 思褐 凪間 日砂多 四砂少 大本10式

8 C 体~庇歴 .'⑲グリフド、～ロ咽 LR “＞ 躯 良01 縄 にぶい褐 田砂多 粗砂少

10 錫 C 【】緑～体偲 5101岨k ミガキ．沈埋 ミガキ RL 良Q『 崎細 Iこぶい赤禍 紐砂多 租砂少

11 6 C 、低～体巴 .1C18.19グリプドXE田 ミガキ．沈固 ミガキ RL 良Qf 時縄 腱ぶい赤褐 E砂多 租砂少

睦 “ C 口舶一体巴 SIO3児十卜己 段毎・円孔文．自副縄文 LR 血QI 縄 田 E砂多 粗砂少

13 11 C 口距 戎士一鱈 ミガキ ミガキ・岨状突起 血好 灰褐 褐 煽砂多 包砂少

14 銘I C 口緑～体田 S1的家直 沈線 良好 扇孝揃 側 旧砂多 租砂少 146と同･個体・大木”式

15 l鴨 C 口緑~体昌 5101嘩貞 沈鞄 良GI 扇毒冊 冊 田砂多 租砂少 露1と周･当個体･大木】0式

16 ⑫ E 体～庇昆 SI田中~下位 殿圃・閏も妓澄画･亨行沈鯨 <4，＞ F御 47 血QI 毒褐 にぶい縄 巴砂多 底面に本圃復あり･大木l畦

17 10 A Ⅱ 口仰~体区 錘1..蕊10グﾘプドｰ紙 口緑突起．変形工学文．鮎十四 ミガキ・乎侮沈鯉 良Qf 黒縄 にぶい灘縄 園砂多･租砂少

18 1蝿 A I 口鰍～体巳 -IC16ケリアド表土 良彫』:宇文、粘土宙、 l】W邸沈純 ミガキ・沈鯉 良好 にぶい田 lgぷい褐 畠砂多

舞 13 八 I ロ緑一風皿 S 01康直 ﾐガｷ､変形Lγ文 ミガキ．w噌＃塗暉 l哩 7， 《1M》 低切 良好 里摺 凧削

麓 51 A I 体～皮包 5 睡曜型 ミガキ、変罷I:γ文 ミガキ 低印 く型＞ 血椰 碍 ﾄｰぷい賀授 巳砂多

万 鋤 B・C 体～良偲 S 01床夜 RL く4ユン 錘 瓜01 にぶい負図 ↓二ぶい賃檀

艶 簗 B Ⅵ 口鰍～体側 SII |麺t下位 平行沈鐘 LR 良Qf 暗縄 町田 妃砂多 包砂少 外目スス付君

雪 19 B V 口軸～体巴 S 01曄董 置牧I1n(浄而篤剣Ⅱ） .平行泣犯 LR 一 典QI ↓二ぶい貫田 にぶい褐 畠砂多 圃妙少 外画スス付職

釦 Z】 脇 V 口鰍～体己 S 01厘土 描頭による沈晶 RL 瓜Qf に學い負圃 ↓こぶい黄褐 鰯砂多 回砂少

31 鋤 B B・Ⅳ？ 口凝~仲田 S 01m土 笠状11妃{剣ロ） ．泣状･平行沈線 LR 瓜好 褐 疏糊 紐砂多 机砂少

翼 麺 B 日｡Ⅳ？ 口緑一体田 Sll 屈化上唱 洩棋【1樺． ﾐガｷ.平行辻纏 瓜tf に蕊い縄 ↓こぶい鶴 旧砂多 回診少

垂 型 B Ⅵ 皿犀一体昼 S 011正点 LR nQI 賄侶 国毒縄 田砂多 租砂少

訓 18 B V nm~体厚 S 01厘土 演執口緑(億面鰹剣u) ､鍾状･平行沈紀 LR 良Qf '二ぶい負縄 褐 田砂多

鍔 抑 B V 口倣～体鰹 S 01厘土 岐松･平fj沈阻 LR 良好 にぶい褐 にぶい弼 国砂多

勢 14 B ､； ﾛ緑~体圃 S 01嘩直 波状同母 ミガキ LR 良0J 灰白 因側 巴紗多・租砂少

釘 16 A 口緑一体巴 5 01床直 ミガキ､平行漣n．鮎t口 ミガキ．Wｳ泣暉 nQI 黒母 凪 E紗多

記 15 A 体歴 5 01啄虞 ミガキ、工字文？ ミガキ nef にぶい妃 にぶい閏 田砂多

勢 17 、 n鰍~屈回 S 01嘩改 ミガキ ミガキ 良針 暗毒褐 啼赤褐 畠砂多 内面に＊巴厘将付通

⑩ 窪 C 体巴 SIO1厘十卜団 LR 良@J にぶい貫圃 にぶい黄褐 画砂多 因砂少

41 訂 C 体巴 SIO1眼十上田 LR 良Qf 8二ぶい貧曾 明貿網 田⑰多 回砂少 錘と脚, -個体

極 郡 C 体躍 SIO1虹t上圃 LR 良@J にぶい貧桓 明質縄 佃砂多 粗砂少 ”と岡．個体

“ 認 C 斑田 SIO1皿1十皿 L 垂6＞ Ia2 R好 にぶい負投 にぶい貧桓 田砂多 皿砂少

51 狸 B 国 口極～血巴 SIO2床颪 ロ母突曙早位不明(注頂巴創Ⅱ)．平行沈範 L ” 72 (1m ” 良Qf 灰負田 縄 E砂多 色砂少

堂 狸 B ロ ロ師～体已 SIO2埋土 平行沈瞳・置執I】唾 R 巴勤 <&7＞ 巴勤 典好 にぶい負間 園田

輿 40 B 体一風巴 SIO2厘土 L <ﾕ7＞ 5.7 良好 照槌 間 園齢多

瓢 37 B Ⅵ 口緑~体巴 SIO281，～~F位 平行淀、 L 良&『 腿 黒間 田砂参・浬砂少

記 弱 B 1 【]犀~体目 5102正直 ﾐガｷ･乎能塗哩 L nQf 里褐 町田 画診多・回砂少

諾 韓 B V 口鰍~体厘 SIO2床五 技杖【】ほ(剣11) .置状･平行辻線 ミガキ LR Rtf 里碍 役 届砂多

爺 35 B Ⅵ 口繊～体鰹 SIO2中~下位 画状11緑（瞳頂部期11） 、平行沈緯 LR ､好 '二ぶい貧画 にぶい黄紐 国砂多

韓 鋤 E ロ緑一体配 SIO2埴土 ミガキ ミガキ n部 電禍 聴側 田紗多

釦 ⑬ B Ⅵ ロ縁~体圃 SIO3鬼士上田 LH 血好 灰貫掲 にぶい質側

61 41 八 1 1】岬~仏ロ 51唾･価所耐 ミガキ．平行漣ロ．鮎十画 ミガキ・Wi沈鯨 nM にぶい悲母 にぶい赤関 田砂多
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第4表土器観察表(2)

側＆NC 登卸NC 圃祉 分、 餌位 出十竹田 脳文文偲 内面画整 飽文 口径 墨高 四大IW 皮娠 台樫鰹毎 台高 晩成 外寛色目 内面色飼 飴士 佃孝

画 45 C I 口縁～唾甚 S 産室 洩峻11輯 ミガキ LR 155 鍵9 173 85 n軒 凧間 照褐 超砂多・祖砂少 外面スス付狛

“ 47 B I 口緑～旺昌 S 唾直 口腿突魁4単位 LR 率 】顕 245 l顕 良&『 凧掲 側 E砂多・回砂少

母 鶴 B Ⅵ 体一座画 S 嘩賓 穿孔 LR ＜1… 1ﾕ0 ま 良&f 且 国褐 巳砂多 外面スス付栽

缶 ⑲ B V 口睡～良屋 S …壷 口唇“文充斡､ ﾐガｷ.工字文 LR I&旬 1錨 11&② 侭の 山野 暗さ団 園 巳砂多 外面毒色韻料付詞

釘 弘 B ロ 口仰～塵巴 S 侭庵室 技状口妃、波状・平fi蛍邑 LR l鰹 四 lQ6 ＆8 aQf にぶい貧田 にぶい賃個 田砂多・皿砂少

鑓 艶 B Ⅱ 口緑～体田 S …童 口嘩突起（誼、圃飼Ⅱ〉 ･平行沈釦 LR Ilql〕 ＜67＞ (I唖 良Gf 扇間 にぶい黄側 田砂多

“ 園 B 日 ロ緑～体偲 SIm I土上～中位 【l唾突起（稜、狸飼Ⅱ） ．平行沈蝕 LR 〔1画 ＜1ul＞ {IZ刀 良好 にぶい貫厘 鳳樹 紐砂多 包砂少 内西スス付心

” 鋤 B V 口緑～体画 S 嘩幽 直棋口丘(箇頂毎飼11) .乎狩迂轌 LR 1画 … I哩印 良軒 畠 凪 田砂多 回砂少 外国灘色園料付薯

71 母 B Ⅳ■ 口紀～体己 S 唾産壷 ミガキ・早梅堂担 ミガキ・趣 LR 1m … Il3n 良好 崎門 凪間 臼砂多 阻砂少 外面スス付瑠

泡 窪 8 I 口韓～体笛 S 産室 Wj趣 RL “口 ＜124＞ aQf 国間 lこぶい毒側 回砂多 租砂少 外薗スス付葱

芯 鉛 B I 口嘩～体圏 S 惇嘩室 ミガキ・乎打比箆 ミガキ RL

■■■■■

16羽 電全 《17‘1） 良Qf 国田 黒岡 旧砂多 租砂少

利 錨 B Ⅵ 口緑～体堅 S “喋直 平轍t画 LR 112脚 守皐 ntf 風 凧御 E砂多 外面スス付圃

両 唾 B V 口紀～体鯉 S “床皮 平航tn ミガキ RL l濁勤 垂4＞ “動 良好 にぶい貢桧 にぶい駒糧 白砂多・粗砂少 内外面スス付翁

巧 艶 邸 体～座巴 SI唾十上~中位 輯岱jtn ミガキ LR 一 … 3＄ 錘 lら n軒 にぶい貧桧 にぶい貫田 田砂多

両 61 B 口鰍～体巳 S …童 平fj淀回 ミガキ LR 11廻 <“＞ (lﾕ別 nGJ 里縄 弓初 E砂多

誼 銘 、 ロ⑤～体厘 S 産室 ミガキ・乎貯詮齢 佃勤 ＜】41＞ 《'且、 nM 駆褐 国間

” 57 C 口紐－体田 S 唾直 浪松『T蝉 ミガキ R 1画 ＜ISI＞ α1m nQf 町田 ↓こぶい貿唖 昼砂多 外国スス付蔽

” 弱 E 口緑～旺邸 S “床曲 ミガキ ‘7 “ 69 2.6 型 “ 良好 田 灰褐 国砂多・祖砂少？

81 釦 H V [1級～体田 S 唾嘩寅 筏牧口紀（波、郎飼11） ．平行沈輝 ミガキ R 良好 凪 灰褐 閲砂多・皿砂少 外面スス付鞄

漣 釣 IB Ⅵ 口鯨～体巴 S 唾嘩童 R 瓜好 洩負柾 漣負極 囮砂多・唖砂少

錘 “ 8 V 口紐～体巴 S …童 鯉状、鰍 R 血柵 にぶい日桓 思岡 田砂多・唖砂少

釧 鯨 B I ロ紐～体巴 S 産室 柱状、皿(画､睡甸Ⅱ) ､評f辻哩 R 良Qf 凪 皿 E砂多・色砂少

雷 刀 B V ロ緑～体邑 S 嘩貞 価飼による沈み ミガキ R 良Qf 黒田 風聞 E砂多

鰯 71 B V ロ縁～体画 SI“ 師トレンチ 佃頌による範み ミガキ R 、好 凪側 風間 国砂多

師 海 B Ⅵ 圃緑～体日 S 唖嘩童 ミガキ，Wf淀卑 ﾐガキ R 典好 風 黒 田砂多 外面スス付紐

錦 鑓 H Ⅵ 口雄～体固 Sl鮖埠十t～中位 妓状口緑（壇、囲飼Ⅱ） ．平行辻⑬ R 良好 灰負個 黒御 田砂多・包砂少 内外面スス付若

麺 詞 B Ⅵ 口嘩～体巳 SI陣を童 Wf塗皿 RL 良椰 蝿 褐 恒砂多・包砂少 外芭スス付圃

” 花 8 Fb ロ緑～体画 SI唾直 ミガキ．WF塗唾 ミガキ L 良01 にぶい貫田 '二ぶい賀間 妃砂多 外面ｽｽf#心？

91 74 B V ロ録一体巴 I嘩貞 半?f辻回 ミガキ R 良部 ↓二ぷい負伺 腱墓い貫唖 畠砂多

蛇 鱒 邸 Ⅳ． u緑～体邸 I⑱正直 Wjjt鞄 L 良好 にぶい貫極 にぶい黄間 旧砂多・皿砂少

” 認 、 V n鰍～体鰹 ＄ “石囲いが ミガキ・Wj淀律 ﾐガキ L 良好 里 黒 岨砂多・粗砂少

蝿 錘 B 口妃～体巴 I侭権童 泣状11陣 R 良郎 側 にぶ↓ 貫檀 組砂多 外面スス付藩

蝿 l唾 B ロ縁～体圏 I嘩直 口睡突起（壇、鯉制11） ．平行沈紘 R 良好 にぶい貫便 壁.掌L 質柾 巳砂多

粥 101 B E 、 ロ緑～体画 S 唖士下位 波牧口峰(誼､鯉剥11) ､平行透望 良Gf I:ぶい貴毎 r革匹 賃値 日砂多

” 1⑪ B 口鰍一体臼 S 鰐産壷 口偲突起(鐘､E則11) .癖r淀紀 檎住ミガキ R 良Qリ I：ぷい賃栓 にぷb 貫個 眉砂多

蝿 81 B I Ⅵ 【1組～体田 S …室 ﾐガｷ､蛮魁工字文 ﾐガキ LR 、好 凪掲 にぶ ､側 星砂多 釦と阿一個体

” 92 、 口緑～体鮎 S 唾嘩室 ミガキ、平什沈鯉 ﾐガキ RL 良則 にぶい買笹 黒御 田砂多

1⑪ 97 B 口緑一体巳 S 唾嘩室 ミガキ、平怖堂哩 ﾐガキ LR 良側 にぶい貫褐 御 田砂多

10】 鰯 B ロ緑一体己 SⅡ1 石囲い炉 平fj淀尊 LR 良好 灰黄禍 電褐 国砂多・粗砂少

】唾 ” B 口睡～体画 S 密さ壷 置状口緑（麓田園ロ) RL 良好 にぶい負種 にぶい負極 E⑰夢・租砂少

1m 卯 B 口錘～体巳 SI…十'二~中位 ミガキ．平行唾 ミガキ LR aQy 凪偲 黒褐 皇砂多 外面ｽｽ付適

I“ 蝿 B V 口録～体巴 SI…童 刀 ガキ ﾐガキ LR 良Q｝ 凪褐 風間 紐砂多 外面スス付誼？

1“ 皿2 B Ⅵ 口縁～体巴 SI唖土中～下位 ミガキ LR 良軒 にぶい毒縄 側 細砂多・粗砂少

I鰯 91 B V 口輝～休日 SI“宋皮 ミガキ ミガキ RL 良好 禍 凧褐 園砂多・租砂少 外国スス付句

l” 蝿 B V I】陣～体画 SI”十t～中位 ミガキ、Wi塗哩 ミガキ LR ”1 興樋 にぶい負褐 畠砂多

1唾 1唾 B Ⅵ 、紐～体巴 SI…童 槌田による淀み RL 瓜0J にぶい負担 にぶい貫側 縄砂多
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第6表十器観察詞4）

第7表土製品観察表
’
＠
①
Ｉ

掲唖o 登鳳脚 “ 分類 睡佼 佃卜竹田 範文文樋 内面国益 地文 I § 膨高 n大tq 旺樋 台掘毎径 台高 娩嵐 外面色飼 内国色醐 飴士 伺計

型 1猟 B V I】雌～体圃 S11唖士下位 溢蚊mB LR 良好 にぶい買稜 にぶい黄檀 巳砂多

＝ 1蕊 B W I 】ぬ一体届 S11唖士下位 平駈愛樟 ミガキ LR 側Qf 腱ぶい負侶 灰貫側 毎砂多

蚕 鋤 B I 【 】紐～体毎 S1画t ミガキ・庄鯵工字文 LR 良Qf 因母 侭ぶい間 短砂多 81と閏･個体

麺 】31 B Ⅵ I 】緑～休部 Sl lO塊t下位～床直 彼戦口絶 ミガキ・比、 RL 良Qf にぶい貫褐 肌聞 輻砂多

型 1鑓 A Ⅱ I 1鰯～体画 SI I蝿士.下位 ミガキ・費形工字文 ミガキ 良Q1 にぶい毒褐 にぶい轍間 巳砧多

雪 I型 A Ⅱ ［ l緑～体巴 SII唾室 口瞬庖注鞄≦ ミガキ、氏形工字文 ミガキ 良好 にぶい貫扣 にぶい貧縄 巳砂多 外薗毒色画料f#巧・ I勢と目一口体

麺 I蕊 A ロ 【 I陣～体巴 SI1唖士.下位～床直 ﾛ弼巳沈紘. ﾐガｷ､変形工字文 ミガキ 良好 にぶい負樋 ↓二ぶい賃、 畠砂多 I型と岡一個体

塗I 鯨 ， 口母～画昌 SII嘩庚 ミガキ 良好 凪褐 凪細 田砂多 内外国Iこぶ色餌粁竹田

掲郵o 丑飢N◎ n脚 E位 固位 憂さ 輻 厚さ 重各 色ロ 伍考

3 12 叫凸 ローn.固一鑑 ユ6 1.7 1.4 丘4 IOYR6/4 田砂多

l卸 116 土口 抑 齢I唾直 75 四 ⑫ … lOY醒3 届砂多

131 117 t斜 卯 SI“床函 24 鼠7 41 測錘 IOY暉唇 絹砂多
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第

縄役目号 週坊香り 蕃劉 出t位田・墹使 趾菩 岨 軍尋 重さ 石材 而材産地 柱賎 汀庫璽富 I 可 打酋 、協臼 働弓

19 151 箇先形尖皿圃 醗1口。Ⅵ回 鯉 1心 空 遁1 頁岩 具羽山唾

鋤 1釦 噌檀石斧 .'C露．Ⅳ晒中 砥 4“ I巽 71-1 砂湯 具羽山風 有

21 149 宙且石斧 ､IC3．Ⅳ隔卜面 鯉 之5 “ 唖4 蛇紘冊 趣上歯地 有

垂

卸

1巽

1弱

不定魁剥叶

不定形剥片

.'C・ロ～Ⅳ層中

､IC。n~研眉中

聾

空

２

q9

唾

唾

1．47
－

唖

覆灰粉

昼灰魁

奥羽山吸

臭利山田

ロ■■■■■■■■■■■■■■■ ■■■■■■■■■■ Ⅱ■■■■■■■■■ ■■■■■■ Ⅱ■■■■■■ － ■■ﾛ■■■■■

一
一

割 1河 石励 ､IC13.M.XV固 ７ Z語 唾 l唾 頁君

梱 ”1 石蝕 SIO1下位 恋 型 ” 燕 買溜 有

縄 1万 不定耶剥Ⅱ. S101中～下位 2a 皿 0鱈 “I 雌買頁￥ ” 敏

“ 1莞 極膨石固 Sml 44 型 1.1 l空I 頁忌 有

灯 1錘 榎睡穆 SIDl下位 準 ﾕ屋 l垂 1唾 珪質頁冊 有

綿 麺 不定砥石届 S101風土 2猫 41 1．1 】毒 珪質同居

網 1” 筏彰石認 SIOl鳳土 44 22 1Z IZ4 唆質頁瞥 奥羽山敏 有

釦 麺 印3石 SIOl床直 9，幅 泡 ﾕ4 I弱 砂岩 奥羽山服 有

” ” 石匝 割唖I警童 ２ Iら “ 唾 国務 有

唾 麺 石邑 璽唾垣土中～下位 空 1.弱 0鰯 理 頁篇 宥

3Z 垂 石皿 SI“床度 3.7 1 5 q侭 144 頁潟

漣 函 石睡 SI“床度 3 I 0‘6 l型 貝矯

別 213 石凰 SI唾嘩室 準 6 Q7 ユ17 珪買頁需

垂 ＝ 石且 型嘩唯型 42 3 07 ユ醤 頁岩

託 垂 石巴 SIIO啄血 5蝿 9 13 9狸 頁岩

初 率 禰蝕 割…国 狸 9 0鰯 ⑲ 珪質風場

1郷 215 石蝕 SI髄中位 245 13 Q7 I型 珪質貝騎

1卸 型 石思 副唖士 空 1s OB 率 珪頁頁滑 何

⑳ 217 石風 SI鰯 aI 1墨 05 1麺 頁君

41 麺 石息 SI“床血 ＆7 Z縄 12 “ 買掛

02 湾I 石趨 SI唖士 2．9 1,“ 1．1 413 頁臘

⑬ 218 石腿 SI“l艇血 配 “ “ Q餡 珪質頁欝

帆 麺 石旺 S【唖士 ＆4 1.弱 ” 盛 頁岩

1⑮ 214 石亀 S1唖士 al5 Z15 0汚 Z49 圃増 有

1純 216 石匙 S1“床直 蕊 31 I 5湾 唖同頁冊

147 顕 不定形剥1t． S1畔直 麺 空 I ま 頁岩 鋤 有

1僻 垂 不定彫剥Ⅱ． 劃睡擢直 ＆4 ﾕg 09 lQ帆 遮貫頁魁 回 118 有

⑲ 垂 不定形剥片 劃函二k 蕊 4墨 1墨 麺I 峨質頁溜 回 1“ 有

釦 麺 不定形石固 SI“t:下位～床側 ま I昂 05 麺 頁魁 I 116

51 麺 不定刑剥ﾊﾞ S1帖 】･万 ユ4 唖 3勢 昼灰器 I 有

露 麺 復漉i園 劃鰹嘩童 ユI Z9 06 ＆74 珪質頁滑 回

鄭 麺 不定形剥片． 副…壷 Z鐙 型 “ 雲1 珪買頁滑 I I 3 有

剥 麺 痩睡唇 到唾嘩直 Z7 ユI 1.0 蓉 珪買頁宕 日 1 8 有

l弱 訂6 不定形例片 SI幡嘩商 4.】 、 08 a課 頁居 回 ｰ

l弱 劃 不定患間jl． SI妬床面 4,5 空 12 洞1 頁潟 I 8

1鋪 麺 不定懇岡川 劃唾室 42 44 皿 少、霊 貝弱 函山吸 1脚 有

1弱 垂 不定形刺叶 劃唖士 塗 19 1.1 唾 画君

1認 2⑩ 不定彫脚片 劃圃華室 l鎧 蚕 、⑮ 21 雌質頁騎 110

1釦 麹 腿彫石粉 SI“土 3“ 空 q9 “1 頁滑

161 313 不定魁剥ﾘｷ 劃唾唾直 4壁 型 O“ ＆“ 劇矯

I錘 麺 便母石田 璽唾風土 空 雲 08 ユ16 珪官頁溜

】御 垂 不定魁剥I
L

1 釘鮖・鯨裁定トレンチ l錨 率 、7 ユ侭 珪質風君 有

Ⅱ卿 319 不定形別ﾊー SI唖t下位～床直 Z15 雪 0缶 ユ“ 趾日頁甥 ロ 認



弐
一

聞叔昏号 週物昏り 轟牲 州0･捻田・刷位 災ざ 佃 厚さ 愈さ 石l＃ 石*1厘息 彼隈 苛曲例皮 打角 I 画 自然画 備考

1缶 率 梗形石闇 副“坦土 蓉 ユ9 1墨 1鼬4 趾ロ貝糊 、 有

1“ 麺 榎避石田 副“嘩直 1,4 空 唖 121 岡踊

1句 型 梗返石固 璽睡心室 ユ4 Z6 l」 理 頁翻 画

1曲 垂 梗醒石■ 罫醒驚直 “ ＝ 皿 7劃 岡弱 有 回 釘

I錦 別1 梗醒石魯 S【“由 a5 Zl 四 函 日別 ロ

、 壷 筏形石濁 罰唖士 翠 ユ垂 ⑬ l“ 例厨 画

71 率 模形石蕗 SI“嘩直 ＆7 26 1.1 lu師 岡珊 U

泡 壷 筏懸石野 SI“紫矼 狸 Z5 1-1 1唖 ロ腸 布

万 型 筏醒石轟 豆哩士 型 堂 唾 Z組 風冊 有 巳

7q 麺 槙形石騒 宜唾垣土 空 ユ15 M 錘 日潟 I 刺

語 垂I 筏嘩霧 宜脚篭直 承 空 皿 皇国 唾頂日届 ロ

76 理 梗曜石野 S1輔石囲い炉鳳f： 郷5 2鰹 l“ 6“ 日5
９

Ⅱ 抑

万 翅 極形石蕗 SI“』： 麺5 込鎧 1錨 9” 雅頁同冊 画 櫛

記 麹1 不定彫石圏 SI妬床血 型 型 15 I＆18 日嗣 I 有

浦 酩9 叩き石 割唾士 1血7 且語 諏 1m 固繍 里型11,国 回

帥 毒 石桟 創嘩血 ＆6 61 31 釦 同尉 ロ 有

帥 皿 石使 璽唾型 “ 1浬 亜 4芯 同屏 と上週地 有

瞳 垂 叩き石 SIn脳直 型3 95 “ l麺 恒粍伍日閃靴F1 奥坦山吸 有

聞 副1 叩9石 S1睡酎 皿3 且海 ＆15 “ デイサイト 奥羽山肌 有

齢 3m 叩き石・喝ｲi 割f唾幽 lユ1 Iu7 I‘9 4㈹ 紗附 奥型011唾 布

1鵠 麺 叩aIj 割睡嘩璽 1】9 66 型 銅 デイサイト 貝羽111m 有

1麓 壷 目石 割f唾嘩型 lZ15 8鰯 “ 麺 鈴F8 貝羽山睡 有

1” 麺 日箇 含I轌嘩室 武謁 73 “ 皿 砂『 奥羽山皿 有

l盤 垂 叩8稲・宙4i 旬障りを堂 唾 8Z 唖 麺 托脚…糊 奥潤山肥芯甸 打 梅

】的 212 問石 畠T唾血 l“ 6B 頚 湖0 砂F1 奥羽山賦 有

1” 理 円石 S110石囲い卿 2曲0 175 丘0 … 砂冊 有 V『

191 銅 f『石 割唾唾血 率 46 顕 1” 砂W： 有 有

1兜 麺 皮避石固 創暉・砺卜レンチ … 空 I
寺
口 同臓 鋤 砲

l労 率 圃製石固 翼”下位～嘩皮 ユ9 ユ7 27 “ 母洞 有

麺 率 甲9石 Sm7床面 19．4 鯉 19 麺 砂脚 奥羽山敏 有

鋤I 麺 目研 SI”床山 1，鵠 &鱈 “ 4猫 紐柱花縄閃杜V 奥羽11』蚊 有

麺 鈍2 印8汀 SI的味醐 8 ＆7 45 310 デイサイト 奥軸11風 布

麺 郷4 目石 劃”床血 118 85 Z7 11曲 砂別 奥抑I唖 有

” 垂 石臼 Q1m哩士 麺 08 “ 1．12 腿固頁洲

垂 蓉 石匡 副l唖士下位－床紅 之15 13 唾 q田 風聯

型 麺 覇距 SII蝿k下位 空 q缶 0塁 O墨 腿日岡淵 奥制Lll眼

到 麺 梗函i暦 劃10厘t下位～床出 64 口 1．4 f卿 例嚇

麺 麺 梗鯉羽田 劃10眼．k下位～床頃 型 U牙 1．1 4” 面勝 ロ

麺 訂1 叩9石 剣、喉血 】型 麺 顕 ま 砂場 奥劃山里 布

1錘 剥片 ｡】C・ロ～豚隔中 21 lら Q4 Q71 型灰臓 奥羽山風 1

1剥 チフプ -1C・ロ～肝咽中 O鱒 1Z 唾 唖 亜灰溌 臭判山皿 回

1錨 詞片 -1C・ﾛ～門魁中 1.4 M5 唾 0聾 頁ゼ 奥利山腿 有 回

1駒a 剥片 -IC。Ⅱ～Ⅳ閣中 q鋤 MO Q釦 G” 硬灰ゼ &
奥利山凪 I

l釘b 剥片 -IC。、～冊閣0↑、 bl‘鋤 “ n脚 q” 凝灰別 奥羽118腿 I

1銘 不定形剥｝
且

１ -IC。Ⅱ～Ⅳ間中 2.6 Z5 Qだ ﾕ” 軽灰糊 奥型11噸 ロ

l麺 不定魁剥片 -IC。Ⅱ～Ⅳ咀中 1麺 1壁 唾 q61 且灰ザ
4

奥判山風 I

1m

161

不定魁剥片

喪巴石魯

･IC・ロ～Ⅳ咽

･IC・ロ～Ⅳ層中

】､7

空

1．15

13

皿

｜
皿

q衝

｜
理

画灰W

Ii兵

奥材山風 有 Ｉ
二
回

－ I■■■■■■ ■■■■■■■

符
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第Ⅵ章まとめ

l.縄文時代の石器

本遺跡では十和田南部火山灰（Ⅳ届）降灰前後の堆禰胸であるⅣ～V層から磨製石斧2点、Ⅵ燗上面から

槍先形尖頭器1点計3点が出土している。県内において早期以前の出土数が稀なことから、それらのまとめ

を行いたい。

贈製石斧は、出士圃位から21は削期から早期にかけて、 20は早期以仙として捉えられる。

槍先形尖頭器は、柳葉形を呈し、ほぼ胴部中位に最大幅を持つものである出土層位から早期以前と判断で

きる。岩手県内では柚先形尖頭器の出土鼠は少なく、本泄跡と同一町内において早期以前の資料が得られて

いる遺跡でも尖頭器類の出土はない。そのため東北地方に検討していく対象範囲を広げ、白石（1989）や石

井（2002）らによりが集成がなされているのでそれらと比較していく。それらから本石器のような形状や

叩さを呈している黄料は、弓張平B・月山沢過跡の出土石鵲や御子柴・畏者久保系石器群にその存在が認め

られ、それらと比較可能であると思われる。

弓張平B・月山沢遺跡出土の槍先形尖頭器は、大形から中形の柳葉形の形状を呈した両面加工のものであ

る。前者は胴部中位より下位に最大幅があるものが多く、後者は胴部中位に最大幅があるものが多く細石刃

と共伴している。また、御子柴・畏者久保系石器畔の槍先形尖頭器は、大形から中形の木葉形ないし柳葉形

を呈する両面加工のもので、最大幅が胴部中位にある。両遺跡の資料共に後期旧石器時代末から細文時代草

創期にかけての位世付けがなされている。

本県における類似資料が確認できたのは1遺跡だけで、峠山牧場I遺跡A地区のブロック7．30の出土資

料にその存在を求めることができる。前者のブロックはナイフ形石器と共伴している第5文化層、後者のブ

ロックは1点のみの出土で局部磨製石斧と共に第7文化届として位慨付けれている。後者の資料は有舌尖頭

一
一

一 ー

ー ■■■

くくこ＞

く一つ” 20
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器と報告しているが基部側の洲整が浅いことから、 ここでは槍先形尖頭器とみなして扱う。この第5文化届

はAT層の上位、第7文化闇は草創期の文化周として報告がなされ、両ブロックの槍先形尖頭器の形状や調

整には違いは見られず､最大幅が胴部中位にある後者の方がより本石器と近似している。本県の資料からは、

後期旧石器時代から縄文時代草創期にかけてに属する資料と対比できるかと思われる。

上記のような資料から判断すると、本石器は、後期旧石器時代末から繩文時代草創期に属するものと考え

られる。

2．竪穴住居出士＋器

ここでは竪穴住居（以下、住居とする）から出土した土器のみを扱い、下記をまとめるに当たっては先述

した分類項目に従い行っている。 8棟の住居を検出しそれぞれに過物が砿泌されているものの、遺物の出土

股にかなりの差があることから各住居における差異を抽出しずらいと思われる。しかし今回は祇極的にそれ

らの分類を行い時間軸上で捉えてみたい。

l)器秘

器種構成は、先述した項で示したように深鉢・鉢・壷・浅鉢・ミニチュア土器である。各器秘ごとに細分

を行い、すべての器租をまとめた第50図、浅鉢のみを抽出した第51図がある。住居によって出土趾の差があ

るため比較が困難だが、以下に各器柧において確認できた特徴をまとめておく。

・浅鉢は、底部から口縁にかけての立ち上がりで2秘類に分類しているが、各住居においてそれぞれ確認さ

れている。

・鉢類は、 5つに分類したが第10図の通りである。 6． lO号住居で分額したすべてが見られ、基本的に各住

居を通じてⅡ。Ⅲ．V・Ⅵ類が存在している。さらにI類は、 6号住居以前に多く1 ．2号住居においては

その存在が昭めれらなくなることから、衰退していった結果によるものとも想定されるが、そこには出度風

の差による可能性も大きく存在している。

台付鉢が確泌されているが、 76と209の2点で数は少ないもののI類のみに存在している。これらは台部

の高さが低いことから大洞A′式に比定される。

Ⅳa類とした71に見られる体部と口縁部の特徴は、砂沢式に比定される。

・深鉢は口縁部が内傾していく特徴があり、 口縁部への立ち上がりで細分している。これらは繩文時代晩期

末の特徴と同じである。

・寵はほとんど出土点数がなく、個体復元ができたのは6号住居出土の1点のみである。この壷はロ縁部直

下の沈線と貼付文を有する特徴は、大洞A′式に比定される。

2）文様

文様椛成は、浅鉢や鉢に施文された変形工字文・工字文（第52図)、鉢に施文されたその他の文様（第54

図）から検討したい。変形工字文や工字文は各住居で見られ、それらの特徴が確認できたで述べておく。

変形工字文・工字文

・ 1号竪穴住居は工字文と変形工字文が見られ、大洞A～砂沢式にかけて存在している。38の工字文（？）

は大洞A式、 37の変形工字文は大洞A′式、 25．26は変形工字文が浅鉢の体部下半まで施文されているこ

とから砂沢式、それぞれ比定される。

・6号竪穴住居は変形工字文と工字文が見られ、大洞A～砂沢式にかけてのものが存在している。 121の工
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宇文は大洞A式、 123の変形工宇文は肉厚的な沈線が見られることから大洞A′式， 122や126の変形工宇

文は沈纏が太いうえに浅くなり、さらに122は瘤の貼付が見られることから砂沢式にそれぞれ比定される。

・7号竪穴住居は変形工字文と工宇文が見られ、大洞A′式のものが存在している． 1”と197の変形工字文

は肉厚的な沈線が見られることから大洞A′式に比定できる．

･10号竪穴住居は変形工宇文と工字文が見られ、大洞A～A′式にかけてのものが存在している．218･219

の工宇文は大洞A式、 210の変形工宇文は大洞A～A′式、それぞれ比定される．223．226は不明である．

その他の文橡

基本的に変形工字文や工字文以外に鉢に施文されている文檬は、平行沈線、平行沈線と波状沈線の組み合

わせ、指頭による沈みの概ね3つにまとめることができる．

文機構成は鉢類においては、 I類のみ工宇文と変形工字文が魔文され、それ以外のⅡ～Ⅵ類にその他の文

梯が施文されている．Ⅱ～Ⅳ類内において文禄の差は認められない．

3〉口緑部形態

口縁部の形鰭は第54図に示し、以下のような特徴がある．それ以外は基本的に平口録である。

･指頭による波状縁を呈するもの．その高低差により3種類に分けられる．

・口唇部に縄文を充填するもの．

・口唇邸に突起を有するもの．突起の単位は3～6単位まであり、突起上の刻みの有無で誘本的には分けら

れる．大半は突起上に一つ以上の刻みを有し1個体で同じ数の刻み持つものが大半であるが、 1個体でも突

起上の刻みが異なるものもある．

・口唇部に細かな刻みが施されるもので、 3靭類に分けられる．波状練の波頂部に刻まれたもの、連統した

刻みを持つもの、平口縁にある程度間隔をあけて刻まれるものがある。

また、口縁部付近まで縄文が施文されているものとミガキによるものが存在しており、鉢類に共通して見

られ分類した中において差異は砿認されていない・

口織部形態を以上のようにまとめたが、鉢類の中においてI 。Ⅱ．、類に突起を有し、Ⅳ。v類にそれ以

外の特徴を持つものが多く存在していることを指摘できる．ただし各竪穴住居において特徴を抽出できず、

全てにおいてそれらを見ることができる。

4）まとめ

本遺跡の出土遺物は､大洞A～砂沢式にかけて出土していることが上記のようなことから明らかになった。

今回本遺跡から検出された住居は、大洞A′式を主体とした時期に形成され、その餉後する時期の遺物が碓

總できたと捉えられる．さらに、上記の分類作業において明砿に区分されないが、 6･10号住居までは一

郎大洞A式を残しながら大洞A′式を主体とし、新しい1号住居に移行する段階には砂沢式の新しい要素が

若干認められるようになると考えられる。

3．石器製作技術

ここでは大桐A～砂沢式の石器製作技術について樫硯する。石器の出土数量が少ないため得られる愉報は

限定されるが、それらの把握を行ってみたい．この製作技術を把撮するために、剥片の剥離角や背面構成、

打面田整から試みた．ただしこれが全てでなく、剥片以外の器種においても分類項目が砿錫できれば抽出作

業を行っている。
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I

硯察表中で分類した背面柵成は、腹而と背面の剥離方向によって以下の通り3分類している。

I類：背面と服面の剥離方向が同一のもの。 Ⅱ類：背面と腹面の剥離方向が反対のもの。Ⅲ類：背面に上下

左右に剥雛方向が確認されるもの。

・剥離角を計測できる石器は70点あり、平均の角度は102.3.で、 66～134。の範囲にある。

・背面櫛成を確露できる石器は175点あり、 I類85点（49％） ・Ⅱ類25点（14％） ・Ⅲ類65点（37％）に

分類される。

・打而を観察できる石器は70点ある。砿偲できた打而は、線状の打面は11点打而が1面のものは53点、打

面鯛整が行われ2面以上のものは6点ある。

以上の分類から石器製作技術についてまとめておく。基本的には剥片剥離は、剥離を行うための打面を確

保した後、打面卿整を行わず一定方向からある程度巡続して作業を行う。一定の打面から剥片剥離が行えな

ければ、上下左右に打面を転移させる。また剥離角が一定していないことから、一つの打面ないし作業剥離

面の状況において剥片剥離を継続して行う頻度は多くはないものと思われる。このことからは剥片剥離工程

には定形剥片を目的とした一定の技術は存在せず、剥片そのものを猫得する那のみを目的としているように

看取される。

また、剥離角がなくてもはその剥片猫得作業を行っていることや石核が存在せず小さな剥片が多いことか

ら、築団が猿得している石材の制約が存在していたために、このような技術を採用せざるを得なかったとも

考えられる。今後は、当該期の遺跡との比較によりこれらのことを明らかにし、石器製作技術などを検肘し

ていく必要がある。

4．竪穴住居

本遺跡の成果から段丘の縁辺部に竪穴住居〈以下、住居とする） 8棟が亜複している状況を確認できた。

その中で3号→11号→9号→7号→10号→6号→1号→2号住居という形成段階を捉えることができた。こ

の変遷の中で共通して確認できたことは住居の平面プランが梢円形を呈することと、確露できた炉が石囲い

炉ということである。基本的には住居1棟のみで形成されたもので、同時期に平行して住居は存在していた

可能性は低い。このことは、金子氏(2001)が「基本的には晩期の集落はまとまりがなく、住居1棟の集落

の時間的累稠によって形成され、複数の住居が関連して櫛造をなすものは少ない」と指摘していることと合

致しており、本過跡の様相もそれと同槻の傾向にある。

5．おわりに

今回は繩文時代の草創期・早期から中期末にかけての土器や石器、繩文時代晩期末から弥生時代初頭であ

る大洞A′から砂沢期にかけての小規模菓落が確据された。その中で竪穴住居の変遷により、若干ではある

が土器型式の変化が認められたことは大きな成果と思われる。 しかし今回まとめるにあったては良好な資料

を得られたにもかかわらず資料に対して曾及できず、担当調査側の力鼠不足から過物を脳列し、ただそれに

終始してまってしたのは極めて残念であった。

最後になりましたが今回本報告をまとめていくにあたって、御指導ご鞭樋を頂いた職場の先輩や同僚、拙

い揃示を聞いていただいた室内作業員の方に大変にお世砺になりました。末鉦ながら感謝申し上げます。
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第Ⅶ章自然科学分析
玉川向過跡出土埋設土器胎土分析

パリノ・サーヴェイ株式会社

はじめに

玉川向遺跡（岩手県九戸郡軽米町大字軽米第17地割宇玉川向平に所在）は、小玉川支流のウチナイ沢右

岸の河岸段丘上（標高約350m前後）に位慨する。発掘鯛査により、段丘上位で繩文時代の陥し穴・埋設土

器・焼土過栂・土坑が、また段丘先端で竪穴住居跡・住居状遺櫛などが検出されている。

今回、澗査区内で検出された繩文時代の埋設土器、および同一の弥生時代住居吐内にみられた2つの埋設

土器の用途・内容物推定を行うため、土器内土壇について土壊理化学分析と微細遺物分析を行う。

1．試料

調査は、縄文時代の埋設土器1基と弥生時代の同一住居虻から出土した埋設土器2基について行う。繩文

時代の埋設土器は、倒立した状態であるが、底部が削平を受けた状態で出土している。この内部の充填した

土壌が試料として1点（試料番号1）採取された。一方、弥生時代の住居杜では、 2点の埋設土器が混められ

た。そのうち、 1点の土器（453）は、倒立した状態で検出されている。もう1点の土器は、横位であり、

その内部に入れ子（452）が腿められている。拭料として、埋設土器（453）内に充域した土域1点（賦料

番号2）と土器（452）内に充填した土壊1点（試料番号3）が採取された。

以上、土壇理化学分析および微細遺物分析を行う拭料は合計3点である。これらの分析賦料は、いずれも

黒色を呈し、土質が埴戦士(CL)よりなる。

2．分析方法

（1）微細過物分析

土堀試料各400ccを水に一晩液浸し、試料の泥化を促す。 O.5"の箙を通して水洗し残液を集め、双眼実

体顕微鏡下で観察し、同定可能な植物遺体等を抽出する。植物過体の形態的特微から秘類を同定する。分析

後の植物過体等は、秘類毎にピンに入れ、 50%エタノール溶液による液浸保存をおこなう。

（2）土堀理化学分析

今回測定する成分は、特に動物の体組織や骨に多く含まれるリン酸の含趾測定を行う。 リン酸は、付に多

馳に含まれ、土壇中に固定されやすい性質がある。そのため、遺体が埋葬されると土壇中にリン酸の富化が

腿められることから、遺体あるいは遺骨の痕跡を推定することができる。また、 リン酸の供給源としては植

物体もあげられる。植物由来のリン酸成分が供給された期合、 リン酸含鼠よりも腐植含髄が高くなる。よっ

て、植物体の影響を調べるために腐植含晶も測定する。

リン酸は硝酸・過塩素酸分解一パナドモリブデン酸比色法、腐植はチューリン法で分析する（土壊獲分測

定法委員会, 1981)。以下に各項目の具体的な操作工程を示す。

試料を風乾後、軽く粉砕して2.00IIMIIの筋を通過させる（風乾細土拭料)。風乾細土試料の水分を加熱減量

法（105℃、 5時間）により測定する。風乾細土試料の一部を粉砕し、 0.5皿ののふるいを全通させる（微

粉砕試料)。

風乾細土拭料2.oogをケルダール分解フラスコに秤髄し、硝酸約5mlを加えて加熱分解する。放冷後、
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過塩素鹸約lOmlを加えて再び加熱分解を行う。分解終了後、水でlOOmlに定容してろ過する。ろ液の一定

鼠を試験管に採取し、 リン酸発色液を加えて分光光度計によりリン酸(P205)漉度を測定する。この測定

値と加熱減量法で求めた水分随から乾土あたりのリン酸含趾(P20s"/g)を求める。

また、微粉砕拭料0.100～0.500gをlOOml三角フラスコに正碓に秤りとり、 0.4Nクロム酸・硫酸混液

lOml を正確に加え、約200℃の砂浴上で正硫に5分間煮沸する。冷却後、 O.2%フェニルアントラニル

酸液を指示薬にO.2N硫酸第1鉄アンモニウム液で滴定する。滴定値および加熱減量法で求めた水分愚から

乾土あたりの有機炭素髄(Org-C乾土%)を求める。 これにl.724を乗じて腐械含賦(%)を算出する。

3．結果

（1）微細過物分析

結果を表'に示す。筋別後の各残澄からは、オニグルミが検出されたほか、炭化材、菌類の菌核（おそら

く樹皮の表面に付藩していた肉座菌などが考えられる）が検出された。また、拭料番号1からはヒユ科が、

試料番号3からは土器片が検出された。なお、木材組織が硴泌されない、部位・秘類共に不明である炭化物

を不明炭化物とした。以下に、同定された種実遺体の形態的特徴を記す。

・オニグルミ (.JughnsmanmhuITraA砲Xim・sU"SEI”ﾉdjana(Maxim.)Kitamura)

クルミ科クルミ属

核の細片が検出された。完全に炭化しており、黒色。大きなもので5”程度。完形ならば広卵形で先端部

分がやや尖り、 1本の明疎な縦の縫合線がある。内部には子葉が入る2つの大きな竃みと隔壁がある。核皮

は硬く、表面には縦方向に満状の浅い彫紋が走りごつごつしている。拭料は、表面に澗状の浅い彫紋がある

点と、内部の隔壁の一部が残る点を同定根拠とした。

・ヒユ科(Amarantaceae)

試料番号lから柧子が1個体検出された。黒色で秘皮が硬いため炭化の有無は不明。円盤状でやや偏平。

径1m1程度。縁は稜状。基部は凹み、閥がある。種皮表面には勝を取り囲むように微細な網目模様が同心円

状に配列し、光沢がある。

我l 微細遺物分析結果

（2）土壊理化学分析

結果を表2に示す。分析の結果、腐植含量が5.65～8.26％

得られる。

リン酸含最が2.30～3.35P205mg/gの測定値が

注l） 1:色：マンセル衷色系に串じた斬版概準上色帖（展林省展林水廠技術会踊監俺， 1967）による．
注2）土性：土製掴査ハンドブック（ペドロジスト魁醸会縄、 ’984）の野外土性による。CL…噛上堀（粘土'5～25％、シルト20～45％、砂3～“％）
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番号 遺 栂 糊顛名 部位 個数・状態 燗 考

1 縄文時代埋股土濁

オニグルミ 核

ヒユ科 甑子

炭化材

不明炭化物

開校

破片

1

破Ⅱ．

破片

24

炭化

炭化

炭化

底郎が削平された倒立t瞬内土塊

2 弥生時代住居内哩設土鯉453

オニグルミ ｜ 核

炭化材

不明炭化物

開校

破片

破片

破片

4

炭化

炭化

炭化
倒立十嬰内土壊

3 弥生時代住居内埋設土器452

オニグルミ l 核

炭化材

菌核

sMH

破片

破片

10

破片

股化

炭化
横位にした土器にある入れ子内土壇

番号 遺 構 土性 土色
腐植含量
(％）

P205

(唾/叉）
聞 考

1 縄文時代埋股十器 CL 10YR2/1m 5．93 3.35 底部が､ﾘ平された倒立士嬰内土壇
2 弥生時代住居内埋鰻士鵬453 CL 10YR2/1肌 5．65 2．57 倒立f閣内-t壇



4．考察

微細遺物分析の結果、試料番号'から'個体のみ検出された草本のヒユ科は、開けた草地に生育する、い

わゆる「人里植物」であることから、集落周辺の明るく開けた場所に生育していたものに由来すると思われ

る。ただし、低湿地泄跡など特別な場合を除けば炭化していない限り棚子は幾らないと筒ってよく、解析に

関して炭化秘子以外を除外して考えた方が妥当だという意見もある（吉崎, 1992)。ヒュ科は繩文時代も本

遺跡周辺に生育していたと思われるが、今回得られた種子賦料は炭化の痕跡が明瞭でないため、過榊が埋没

する過程で混入した後代のものである可能性もある。

また、各拭料からは炭化したオニグルミが検出された。オニグルミは、谷部など水湿のある場所に好んで

生える落葉高木で、堅果がアク抜きをせずに食べられ、長期保存が可能で収賦も多いため、古くから里山で

保朔、採取されてきた秘類である。本過跡周辺で入手しやすい秘実であったと考えられ、持ちこまれ食料に

利用されていた可能性がある。オニグルミが完全に炭化し、破損した状態で土器内から検出されたことを考

慮すると、利用後に何らかの理由により火熱を受けた後、人為的により遺榊にもたらされた可能性がある。

なお、埋設土鵬への過体埋納を面接的に示唆する骨片や副弗品などが縄められない。

また、今回分析対象としたすべての試料で、腐植含通は、土色が黒色を呈していることに示されているよ

うに、 5.65～826％と高い測定値である。分析試料中に炭化した植物過体が多く検出されていることから、

今回測定した賦料では、植物通体に由来する土壊腐植が高いことがわかる。特に、土器452内に充填した土

壊では、腐植含量が最も高いことから、植物体の影響が強く現れているとみなすことができる。

一方、 リン酸含蹴は、 2.30～3.35P205"/gを示す。土塊中に普通に含まれるリン酸髄、いわゆる天然賦

存鼠は、Bowen(1983)、 Bolt&Bruggenwert (1980)、川崎ほか(1991)、天野ほか(1991)などの

報告例がある。これらの事例から推定される天然賦存量の上限は、約3.OP2O5"/g程度である（なお、各調

査例の記載ili位が異なるため、 ここでは全てP206mg/gで統一している)｡この観点に基づくと、弥生時代住

居杜から出土した埋設土器内充域土塊のリン酸含肚は、土器452と土器453とも天然賦存趾の範囲内である。

このことから、両土器内とも外的要因によってリン酸が富化されていると言えず、その内部に動物遺体が埋

納されていた痕跡を鍵めることができない。これに対して、繩文時代の埋設土器では、 リン酸含蹴が天然賦

存量の上限を越えていることから、外的要因によってリン酸が富化されていると考えられる。ただし、繩文

時代の埋設土器は、後代の撹乱によって削平されている。そのため、 ここで認められたリン酸の富化も、後

代の撹乱の影響を受けていることも考えられ、今回の測定値が遺体埋納を直接的に示すとは現段階では断定

できない。

以上、今回の分析調査の結果、弥生時代住居杜から出土した埋設土器では、骨や副葬品などの遺物が検出

されず、 さらに土壇理化学性からも遺体が埋納されていたという痕跡を認めることができなかった。一方、

縄文時代の埋般土器では、 リン酸含騒が高いものの、後代の撹乱の影響を強く受けていることから、動物過

体が埋納されたと断定するにはいたらなかった。人為的に過体が埋納されると、土壊の理化学成分が偏在す

ることが知られており （例えば、小山． 1995:中楓1992:中根・馬場． 1995:パリノ・サーヴェイ株

式会社， 1999など)、またアラキジン酸(C20) ･ベヘン酸(C22) ・リグノセリン酸(C24)などの高級

脂肪酸の検出とコレステロール・コブロスタノールの多産する事例が報告されている（例えば、小山．

1995:中野, 1993,1995)。したがって、 さらに細文時代の埋股土器内に遺体が埋納されているか検証する

ためには、埋没土器周辺土製のリン酸含鼠の測定や残留脂肪酸の測定などを行うことが望まれる。
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